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i

は
じ
め
に

貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
は
、
晩
年
七
九
歳
（
以
下
、
数
え
年
）
の
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
稿
が
成
り
、
翌
六
年
、
本
巻

一
六
巻
の
刻
本
が
刊
行
、
没
後
の
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）『
附
録
』
二
巻
お
よ
び
『
諸
品
図
』
三
巻
の
成
立
を
み
た
。
同
書

成
立
の
背
景
に
は
、
中
国
・
朝
鮮
に
お
け
る
医
薬
学
の
発
展
と
日
本
に
お
け
る
そ
の
受
容
・
発
展
の
歴
史
、
と
り
わ
け
、
江

戸
期
に
お
け
る
中
国
書
の
渡
来
と
和
刻
本
の
目
を
見
張
る
急
増
が
あ
っ
た
（
本
書
巻
末
「
中
日
医
薬
学
・
漢
方
比
較
年
表
」
を
参
照
し

て
頂
き
た
い
）
。
同
時
に
ま
た
、
『
大
和
本
草
』
は
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
三
）
に
お
け
る
文
化
の
発
展
と
い
っ
た
好
環
境
の

も
と
に
成
立
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

最
初
に
、
益
軒
と
そ
の
『
大
和
本
草
』
へ
至
る
道
を
、
「
益
軒
先
生
伝
」
（
益
軒
会
編
纂
『
益
軒
全
集
』
巻
之
一
所
収
。
以
下
『
伝
記
』

と
し
引
用
頁
を
示
す
）
を
主
な
資
料
と
し
て
、
簡
単
に
た
ど
っ
て
み
た
い
（
後
掲
「
貝
原
益
軒
略
年
譜
」
も
参
照
願
い
た
い
）
。

「
益
軒
先
生
、
名
は
篤あ

つ

信の
ぶ

字
は
子し

誠せ
い

、
久
く
損
軒
と
号
せ
し
が
、
晩
に
更
め
て
益
軒
と
号
す
。
〔
…
〕
明
正
天
皇
の
寛
永
七

年
十
一
月
十
四
日
〔
一
六
三
〇
年
一
二
月
一
四
日
〕
を
以
て
福
岡
城
中
の
東
邸
に
」
生
れ
、
こ
の
年
は
、
「
林
羅
山
は
四
十
八
歳
、

将
に
聖
堂
を
忍
岡
に
建
て
む
と
し
、
石
川
丈
山
は
四
十
七
歳
、
遊
ん
で
山
陽
の
風
月
に
嘯し

ょ
う
ご
う

嗷
し
、
松
永
尺
五
は
三
十
八
歳
、

猶
ほ
加
賀
の
前
田
氏
に
仕
へ
、
中
江
藤
樹
は
二
十
三
歳
、
伊
予
の
大
洲
に
あ
り
。
山
崎
闇
斎
は
十
三
歳
、
木
下
順
庵
は
十
一

歳
、
熊
沢
蕃
山
は
十
歳
、
伊
藤
仁
斎
は
四
歳
〔
…
〕
。
〔
新
井
〕
白
石
は
後
る
ゝ
こ
と
二
十
六
年
に
し
て
生
れ
、〔
室
〕
鳩
巣
は
後
る
ゝ

こ
と
二
十
九
年
に
し
て
生
れ
、
〔
荻
生
〕
徂
徠
は
後
る
ゝ
こ
と
三
十
年
に
し
て
生
れ
た
り
」
（
九
頁
）
で
あ
っ
た
。

七
歳
の
こ
ろ
自
習
で
仮
名
を
解
す
る
よ
う
に
な
り
、
旺
盛
な
知
識
欲
に
ま
か
せ
多
く
の
書
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

トップへ戻る



v

益
軒
の
兄
楽
軒
の
次
子
貝
原
和
軒
（
常
春
、
寛
文
一
一
年
・
一
六
七
一
～
享
保
一
八
年
・
一
七
三
三
）
の
編
集
と
さ
れ
る
が
、
織
田
信
長
。

豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
な
ど
多
数
の
戦
国
武
将
を
あ
げ
詳
細
に
そ
の
逸
話
を
紹
介
し
た
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
「
朝
野
雑
載

は
近
古
の
歴
史
志
伝
に
関
す
る
漫
録
に
し
て
、
資
料
は
主
と
し
て
先
生
〔
益
軒
〕
の
自
ら
渉
猟
せ
る
古
文
書
旧
記
よ
り
採
り
、

間
々
直
接
に
見
聞
し
た
る
世
上
の
雑
事
を
も
記
せ
り
」
（
『
全
集
』
第
八
巻
・
凡
例
）
と
も
さ
れ
て
い
る
。

『
朝
野
雑
載
』
を
益
軒
の
稿
で
あ
る
と
す
る
確
証
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
博
識
の
益
軒
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
逸
話
を
纏
め

た
と
す
る
の
も
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
益
軒
全
集
』
に
収
め
ら
れ
た
『
朝
野
雑
載
』
を
益
軒
の
関
連
書

と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
が
、
『
全
集
』
の
内
、
五
五
四
頁
に
も
上
る
同
書
に
は
特
記
す
べ
き
も
の
が
あ
る＊

。

＊
『
朝
野
雑
載
』
に
は
、
戦
国
武
将
に
つ
い
て
貝
原
益
軒
が
第
三
代
福
岡
藩
藩
主
、
黒
田
光
之
に
語
っ
て
聞
か
せ
た
と
い
う
筋

書
き
の
書
が
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
こ
と
を
、
葉
山
郷
土
史
研
究
会
会
員
、
星
美
由
紀
氏
よ
り
勉
強
会
の
席
上
で
伺
っ
た
こ
と
を
記

し
て
お
き
た
い
（
山
崎
光
夫
『
殿
、
そ
れ
で
は
戦
国
武
将
の
お
話
を
い
た
し
ま
し
ょ
う

貝
原
益
軒
の
歴
史
夜
話
』
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
二
〇
年
）
。

『
本
草
綱
目
』
と
益
軒
『
大
和
本
草
』

『
大
和
本
草
』
は
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
（
一
五
七
八
年
成
稿
）

収
載
の
品
物
を
も
と
と
し
て
他
の
群
書
か
ら
補
い
な
が
ら
、

日
本
独
自
の
も
の
や
渡
来
の
も
の
加
え
、
そ
の
名
称
・
来
歴
・
形
状
・
効
能
等
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
医
で

あ
り
本
草
家
で
あ
る
益
軒
の
知
見
が
総
動
員
さ
れ
、「
大
和
」
を
冠
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
本
草
書
が
初
め
て
な
っ
た
と
い
え
る
。

父
に
医
薬
書
を
読
む
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
若
年
か
ら
身
体
が
弱
く
本
草
書
に
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
益
軒
だ
が
、
『
本
草

綱
目
』
を
知
る
最
初
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
と
は
い
え
、
著
名
な
本
草
（
博
物
）
家
の
向
井
元
升
、
稲
生
若
水
、
木
下
順
庵
、

中
村
惕
斎
等
と
親
交
す
る
な
か
で
早
く
か
ら
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

はじめに
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『
本
草
綱
目
』
が
本
邦
に
初
め
て
舶
載
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
初
版
刊
行
（
一
五
九
六
年
頃
）
か
ら
一
〇
年
も
経
た
な
い
江
戸
時
代

初
頭
で
あ
り
、
初
め
て
の
和
刻
本
は
益
軒
九
歳
の
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
に
出
て
い
る
。
先
述
の
京
都
遊
学
の
折
、
益
軒
は

伏
見
で
藩
主
光
之
か
ら
書
籍
を
賜
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
『
本
草
綱
目
』
が
含
ま
れ
て
い
た
が
（
万
治
二
年
・
一
六
五
九
。
三
〇
歳
）
、

三
五
歳
（
寛
文
四
年
・
一
六
六
四
）
の
こ
ろ
ま
で
に
熟
覧
し
て
い
た
と
い
う
。

寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
、『
校
正
本
草
綱
目
〔
重
訂
本
草
綱
目
〕
』
五
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
益
軒
全
集
』
巻

之
六＊
（『
大
和
本
草
』
他
の
本
草
関
係
を
収
録
）
凡
例
で
記
す
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

＊
巻
之
六
に
は
、
小
野
蘭
山
に
よ
る
詳
細
な
批
判
『
大
和
本
草
批
正
』
『
大
和
本
草
附
録
批
正
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

『
校
正
本
草
綱
目
』
附
録
と
し
て
、
益
軒
に
よ
る
『
本
草
綱
目
品
目
』
（
『
本
草
綱
目
』
所
収
品
目
の
目
録
を
挙
げ
傍
訓
を
付
し
た
も
の
）
、

『
本
草
名
物
附
録
』
（
『
本
草
綱
目
品
目
』
の
遺
漏
を
補
い
、
さ
ら
に
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
か
ら
選
び
益
軒
が
特
に
見
解
を
加
え
た
も
の
）
の
二
編

を
加
え
た
。
ま
た
、
巻
之
五
以
下
巻
末
に
、
益
軒
に
よ
る
「
本
草
和
名
抄
」
（
『
本
草
綱
目
』
当
該
巻
の
品
目
に
和
名
を
付
し
た
も
の
）

を
附
載
し
た
。
そ
し
て
凡
例
は
こ
の
校
正
本
を
「
世
に
貝
原
点
本
草
綱
目
の
名
あ
り
。
そ
の
刻
成
り
た
る
は
、
寛
文
十
二
年
、

先
生
四
十
三
歳
の
時
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
『
本
草
綱
目
』
収
録
品
目
の
和
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
五
一
歳
（
延
宝
八
年
・

一
六
八
〇
）
の
時
に
『
本
草
綱
目
目
録
和
名
』
と
し
て
再
び
ま
と
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
下
地
と
な
る
作
業
の
末
に
、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
は
、
晩
年
七
九
歳
の
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
稿
が
、
翌
六
年
、

本
巻
一
六
巻
の
刻
本
が
成
り
、
没
し
た
翌
年
（
正
徳
四
年
・
一
七
一
四
）
、
附
録
二
巻
・
諸
品
図
三
巻
が
追
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
の
構
成

本
書
で
は
、
益
軒
が
『
大
和
本
草
』
に
お
い
て
漢
方
（
薬
種
）
を
直
接
対
象
と
し
て
い
る
三
項
目
を
選
び
、
現
代
語
訳
し

トップへ戻る
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考
察
を
加
え
、
本
文
と
し
た
。
す
な
わ
ち
「
薬
を
用
い
る
の
論
」（
巻
之
二
）
、「
薬
類
」（
巻
之
六
）
、「
薬
木
」（
巻
之
十
一
）
で
あ
る
が
、

読
解
の
益
に
と
『
大
和
本
草
』
巻
之
一
よ
り
「
序
」
「
凡
例
」
「
本
草
の
書
を
論
ず
」
を
加
え
て
い
る
。
「
本
草
の
書
を
論
ず
」

は
『
大
和
本
草
』
の
総
論
と
も
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
に
関
す
る
限
り
で
は
、
益
軒
は
、
『
本
草
綱
目
』
を
基
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
見
え
る
中
国
古
典
医
薬
学
史

上
の
本
草
書
を
、
そ
の
都
度
文
献
を
明
示
し
検
討
を
加
え
て
い
る
も
の
の
、と
き
に
『
本
草
綱
目
』
へ
の
批
判
的
論
述
も
あ
り
、

部
分
的
に
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
そ
の
執
筆
姿
勢
は
他
の
群
書
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
『
大
和
本
草
』
全
体

に
お
け
る
『
本
草
綱
目
』
と
の
異
同
・
比
較
検
討
は
本
書
の
範
囲
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、『
大
和
本
草
』

を
導
く
も
の
は
中
国
古
典
の
本
草
学
で
あ
り
、
そ
の
内
の
代
表
例
が
『
本
草
綱
目
』
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ

て
、
本
書
で
は
副
題
を
「
中
国
古
典
書
へ
の
傾
倒
と
自
立
化
」
と
し
た
。

本
書
は
一
部
分
ま
た
特
定
の
視
点
か
ら
と
は
い
え
、
『
大
和
本
草
』
を
熟
読
す
る
本
格
的
な
試
み
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
『
大
和
本
草
』
読
解
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
広
く
深
い
予
備
知
識
が
前
提
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
で
は
、

本
文
以
外
に
次
の
情
報
を
補
足
す
る
な
ど
、
内
容
理
解
や
参
照
に
役
立
つ
構
成
と
な
る
よ
う
図
っ
た
。

序
章

貝
原
益
軒
と
『
大
和
本
草
』

益
軒
「
略
年
譜
」
と
『
大
和
本
草
』
の
基
本
的
情
報
を
ま
と
め
た
。
『
大
和
本
草
』
に
つ
い
て
は
全
巻
の
収
録
目
録
を
作
成
し
た
。

ま
た
、
『
本
草
綱
目
』
『
神
農
本
草
経
』
の
二
書
を
概
説
し
、
中
国
に
お
け
る
本
草
書
の
主
な
流
れ
を
簡
単
に
追
っ
た
。
さ
ら
に
、

益
軒
と
『
大
和
本
草
』
に
つ
い
て
の
研
究
を
略
述
し
た
。

附
編

資
料
と
し
て
、
一
、
初
公
開
の
益
軒
か
ら
稲
生
若
水
へ
の
書
簡
を
影
印
・
翻
刻
し
、
二
、
中
日
医
薬
学
・
漢
方
比
較
年
表
を
作
成
し
た
。

年
表
は
、
本
文
に
言
及
・
引
用
さ
れ
る
固
有
名
・
事
項
の
注
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
。

はじめに
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最
後
に
本
文
「
『
大
和
本
草
』
の
漢
方
を
読
む
」
に
つ
い
て
補
足
す
る
。

「
参
照
・
参
考
文
献
」
は
本
書
全
体
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

第
1
章
か
ら
第
6
章
の
後
に
、
益
軒
の
論
点
を
た
ど
る
「
ま
と
め
」
と
、
「
補
論

宮
崎
安
貞
『
農
業
全
書
』
に
み
る
薬
種
栽

培
法
」
を
加
え
、
最
後
に
「
結
び
」
と
し
て
本
書
の
結
論
と
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
本
書
が
『
大
和
本
草
』
全
体
へ
の
研
究
を
目
指
す
読
者
の
導
入
役
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
本
書
と
前
著
『
近
世
日
本
の
「
重
商
主
義
」
思
想
研
究

貿
易
思
想
と
農
政
』（
御
茶
の
水
書
房
、

二
〇
〇
三
年
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
前
著
で
は
、
近
世
日
本
の
国
民
生
活
（
重
商
主
義
）
が
フ
ラ

ン
ス
の
そ
れ
に
や
や
近
い
農
業
・
自
給
型
「
重
商
主
義
」
で
あ
る
と
の
解
釈
を
示
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
と
の
違
い
は
、

近
代
黎
明
期
の
フ
ラ
ン
ス
が
海
外
貿
易
と
植
民
地
経
営
を
行
う
一
方
で
、
自
給
型
農
業
経
営
と
植
民
地
経
営
型
貿
易
政
策
を

同
時
に
行
う
と
い
う
い
わ
ば
総
合
型
「
重
商
主
義
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
近
世
の
日
本
で
は
、
長
崎
貿
易
な
ど
四
つ
の
口

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
対
外
貿
易
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
、
大
船
建
造
の
禁
と
並
ぶ
海
外
渡
航
・
帰
国
の
禁
に
代
表
さ
れ
る
「
鎖

国
」
下
に
お
け
る
農
業
自
給
型
「
重
商
主
義
」
で
あ
っ
た
。

本
書
で
は
、
「
鎖
国
」
＝
農
業
自
給
型
と
す
る
前
著
の
解
釈
が
、
は
た
し
て
妥
当
で
あ
る
の
か
否
か
を
検
証
す
る
試
み
と

し
て
、
近
世
日
本
に
お
け
る
「
漢
方
」
の
一
様
相
を
見
る
に
至
っ
た
。
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
研
究
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
は
、
本
書
の
「
謝
辞
」
を
み
て
頂
き
た
い
が
、
本
書
執
筆
の
根
本
的
動
機
は
「
鎖
国
」
＝
農
業
自
給
型
「
重
商
主
義
」
を

再
検
証
す
る
と
こ
ろ
に
お
か
れ
て
い
る
。
長
崎
貿
易
に
お
け
る
輸
入
唐
薬
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
等
閑
視
し
え
な
い
も
の
が

あ
る
一
方
で
（
た
と
え
ば
、
羽
生
和
子
『
江
戸
時
代
、
漢
方
薬
の
歴
史
』
清
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
、
輸
入
唐
薬
と
な
ら
び
和
薬
種
の
取
引
（
問
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1

西

暦

年

号

年
齢

事

項

居
所
・
旅

滞
在
等

一
六
三
〇

寛
永
7

1

11
月
14
日
［
西
暦
12
月
14
日
］
、
筑
前
福
岡
藩
（
当
時
二
代
藩
主
・
黒
田
忠
之
）
の
福
岡
城
内
東
邸

に
生
ま
れ
る
。
父
寛
斎
（
福
岡
藩
祐
筆
役
カ

。
儒
者
、
学
を
好
み
医
薬
に
通
じ
た
）
、
母
ち

く
（
三
毛
門

み
か

ど

氏
）
と
の
五
男
子
の
末
男
。
長
兄
夭
逝
、
兄
は
上
か
ら
家
時
、
元
端
（
存
斎
）
、

義
質
（
楽
軒
）
。

名
は
篤
信

あ
つ

の
ぶ

、
字
は
子
誠
し
せ

い

、
号
は
損
軒
（
晩
年
に
益
軒
）
。
通
称
は
助
三
郎
、
柔
斎
じ
ゅ
う

さ
い

（
26
歳
、
医
と
な
っ
て
）
、
久
兵
衛
（
39
歳
、
藩
主
光
之
よ
り
賜
名
）
。

翌
寛
永
8
年
、
博
多
に
移
る
。
6
歳
（
寛
永
12
）
で
母
を
失
う
。
継
母
は
上
原
氏
（
迎
え
ら
れ

た
時
期
不
明
、
寛
永
13
病
没
）
。
8
歳
（
寛
永
14
）
、
穂
波
郡
八
木
山
に
一
家
転
居
。

○
寛
永
7
、
林
羅
山
『
多
識
篇
』
（
古
活
字
版
）
刊
。
徳
川
家
光
（
三
代
将
軍
、
在
位
元
和
9
～
慶
安

4
）
の
代
。
寛
永
9
～
10
、
栗
山
大
膳
事
件
（
黒
田
騒
動
）
。

福
岡

博
多

八
木
山

一
六
三
六

寛
永
13

7

自
習
で
仮
名
を
解
す
る
よ
う
に
な
り
、
草
子
小
説
類
を
読
み
、
猿
楽
の
俗
謡
を
好
む
。
こ
の

頃
カ

、
『
塵
劫
記
』
の
問
を
算
盤
で
解
く
。

○
寛
永
14
～
15
、
島
原
の
乱
（
父
寛
斎
・
兄
家
時
出
征
）
。

序
章

貝
原
益
軒
と
『
大
和
本
草
』

一

貝
原
益
軒
略
年
譜

一

益
軒
の
活
動
と
関
係
人
物
を
中
心
に
略
述
し
た
。
年
齢
は
数
え
年
、
事
項
末
尾
の
○
は
関
連
（
一
般
）
事
項
、
最
下
段

に
は
該
当
年
の
益
軒
の
主
な
居
住
・
活
動
地
を
記
し
た
。

二

作
成
に
あ
た
り
『
益
軒
全
集
』
巻
之
一
所
収
「
益
軒
先
生
年
譜
」
「
著
述
年
表
」
「
益
軒
先
生
伝
」
を
基
本
と
し
、
井
上

忠
『
貝
原
益
軒
』（
吉
川
弘
文
館
）
、
貝
原
益
軒
（
石
川
謙
校
訂
）『
大
和
俗
訓
』（
岩
波
文
庫
）
そ
の
他
諸
書
を
参
照
し
た
。

トップへ戻る



2

一
六
三
八

寛
永
15

9

春
、
兄
存
斎
か
ら
漢
字
を
学
び
『
三
体
詩
』
七
言
絶
句
の
素
読
を
受
け
、
つ
づ
い
て
『
平
家

物
語
』
『
保
元
・
平
治
物
語
』
を
読
む
。

○
初
の
『
本
草
綱
目
』
和
刻
出
版
。
幕
府
、
江
戸
品
川
・
牛
込
に
薬
園
設
置
。

一
六
三
九

寛
永
16

10

『
倭
玉
篇
』
『
節
用
集
』
の
辞
書
・
字
書
で
文
字
に
習
熟
。
存
斎
、
藩
命
（
医
学
修
業
）
で
京
都

へ
行
く
。

一
六
四
〇

寛
永
17

11

父
が
公
務
で
福
岡
新
大
工
町
に
、
さ
ら
に
翌
年
怡
土
いと

郡
井
原
村
に
移
る
に
従
う
。

○
幕
府
、
京
都
蓮
台
野
に
薬
園
を
開
く
。
寛
永
の
大
飢
饉
。

福
岡

一
六
四
一

寛
永
18

12

『
太
平
記
』
を
読
む
。
父
、
知
行
所
（
八
木
山
）
を
失
う
。

○
鎖
国
令
完
成
（
長
崎
出
島
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
）
。

井
原
村

一
六
四
三

寛
永
20

14

父
か
ら
医
薬
・
食
物
の
性
に
つ
い
て
教
授
さ
れ
る
。
『
医
学
正
伝
』（
虞
搏
）
、『
医
方
選
要
』
（
周

文
釆
）
、
『
万
病
回
春
』（
龔
廷
賢
）
等

の
医
書
を
読
む
。
存
斎
、
京
都
か
ら
帰
る
。
冬
、
存
斎

か
ら
受
け
た
四
書
の
素
読
か
ら
経
学
に
眼
を
開
か
れ
て
以
後
、
儒
教
を
尊
び
、
仏
説
を
不
信

と
し
て
排
す
る
。

福
岡

井
原
村

一
六
四
四

正
保
元

15

冬
、
父
が
再
出
仕
で
江
戸
入
府
（
正
保
4
年
、
1
月
帰
福
）
。
こ
の
前
後
、
慶
安
元
・
江
戸
入
府

ま
で
福
岡
と
井
原
村
を
往
来
。

福
岡

一
六
四
六

正
保
3

17

初
め
て
『
小
学
』
を
読
む
。

一
六
四
八

慶
安
元

19

10
月
、
藩
主
忠
之
の
御
納
戸
御
召
料
方
に
出
仕
（
四
人
扶
持
）
。
冬
、
忠
之
参
勤
に
父
と
従

い
初
の
江
戸
上
府
〈
生
涯
の
江
戸
行
12
回
の
初
め
〉
。

江
戸

一
六
四
九

慶
安
2

20

3
月
、
江
戸
か
ら
帰
る
。
夏
、
元
服
。
8
月
、
忠
之
の
長
崎
警
備
役
に
伴
い
海
路
長
崎
へ
行
く
。

帰
国
後
、
忠
之
の
叱
り
を
受
け
閉
居
15
日
間
、
謁
見
不
能
の
4
ヶ
月
の
罰
を
受
け
る
。
11
月
、

処
分
と
け
近
侍
役
と
し
て
勤
務
（
遠
賀
郡
底
井
野
）
。

福
岡

長
崎

底
井
野

一
六
五
〇

慶
安
3

21

8
月
、
再
び
忠
之
の
怒
り
に
触
れ
免
職
、
扶
持
を
没
せ
ら
れ
浪
人
と
な
る
。

福
岡

一
六
五
一

慶
安
4

22

以
後
数
年
、
講
学
読
書
の
日
々
。
初
め
て
『
近
思
録
』
を
読
む
。
冬
よ
り
1
年
ほ
ど
、
眼
病

で
読
書
不
能
や
病
気
が
ち
に
。

○
徳
川
家
光
没
し
、
四
代
将
軍
家
綱
。
由
井
正
雪
の
乱
。

序章　貝原益軒と『大和本草』
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3

一
六
五
四

承
応
3

25

前
年
冬
、
博
多
に
、
こ
の
4
月
、
福
岡
に
居
住
。
春
、
藩
主
忠
之
没
し
世
子
光
之
が
嗣
ぐ
。

冬
に
二
度
と
翌
春
、
長
崎
へ
医
書
研
究
の
た
め
滞
在
。
父
（
承
応
元
よ
り
在
府
）
は
家
督
を
楽

軒
に
譲
り
隠
居
、
江
戸
に
留
ま
る
。

博
多

福
岡

長
崎

一
六
五
五

明
暦
元

26

3
月
、
父
の
援
助
と
自
ら
医
者
と
な
る
決
心
の
も
と
江
戸
へ
向
け
出
立
、
海
路
大
坂
へ
入
り
、

奈
良
を
経
て
京
都
で
10
余
日
遊
ぶ
〈
生
涯
の
遊
洛
24
回
の
初
め
〉
。
4
月
末
、
江
戸
入
り
前
日
、

川
崎
に
て
剃
髪
、
助
三
郎
を
改
め
柔
斎
と
称
し
、
医
と
な
る
。
入
府
後
は
父
と
藩
邸
に
同
居
。

し
ば
し
ば
儒
官
林
鵞
峰
を
訪
ね
る
。

大
坂
、
奈
良
、

京
都

江
戸

一
六
五
六

明
暦
2

27

10
月
、
父
に
従
い
出
府
、
伊
勢
神
宮
を
拝
し
帰
国
。
11
月
、
藩
主
光
之
の
命
に
よ
り
出
仕
（
医

と
し
て
カ

。
六
人
扶
持
）
。

伊
勢
神
宮

福
岡

一
六
五
七

明
暦
3

28

1
月
、
家
老
・
立
花
勘
左
衛
門
重
種
（
後
に
益
軒
門
人
）
の
組
に
配
属
さ
れ
る
。
3
月
、『
大
学
』

序
を
講
義
〈
経
を
講
ず
る
始
め
〉
。
4
月
、
命
に
よ
り
学
問
修
行
（
遊
学
）
の
た
め
上
京
。
同
月
、

松
永
尺
五
（
65
歳
）
、
山
崎
闇
斎
（
42
歳
）
を
、
6
月
、
木
下
順
庵
（
尺
五
門
人
、
38
歳
。
以
後
往

来
頻
繁
）
を
訪
問
、
講
義
を
聞
く
な
ど
、
在
京
中
親
し
く
経
学
（
朱
子
学
・
性
理
学
）
を
学
ぶ
。

○
江
戸
、
明
暦
の
大
火
。
林
羅
山
、
没
す
る
。
徳
川
光
圀
、
『
大
日
本
史
』
編
纂
に
着
手
。

京
都

一
六
五
八

万
治
元

29

2
月
『
大
学
』
を
、
3
月
『
論
語
』
を
そ
れ
ぞ
れ
初
め
て
講
ず
る
。
11
月
、
初
め
て
向
井
元

升
（
こ
の
年
、
長
崎
か
ら
入
京
）
と
会
い
、
以
後
交
歓
す
る
。

一
六
五
九

万
治
2

30

3
月
、
伏
見
で
藩
主
光
之
に
謁
し
、
書
籍
11
部
（
『
本
草
綱
目
』
を
含
む
）
を
賜
る
。
12
月
、
加

増
10
石
（
計
20
石
）
。

一
六
六
〇

万
治
3

31

1
月
、
初
め
て
『
小
学
』
を
講
ず
る
。
こ
の
こ
ろ
、
松
下
見
林
（
34
歳
）
と
親
交
。
11
月
、

江
戸
行
き
を
命
じ
ら
れ
る
。

江
戸

一
六
六
一

寛
文
元

32

2
月
、
林
鵞
峰
の
易
経
講
義
を
聴
く
。
3
月
、
立
花
勘
左
衛
門
の
供
で
有
馬
温
泉
に
滞
留
。

4
月
、
入
京
。『
孝
経
』
他
講
ず
る
。
5
月
、
各
地
の
農
業
視
察
途
次
の
宮
崎
安
貞
が
立
ち
寄
り
、

11
月
に
再
上
洛
、
と
も
に
名
勝
地
に
遊
ぶ
。

京
都

有
馬
温
泉

一
六
六
二

寛
文
2

33

5
月
、
藩
命
で
帰
国
（
同
月
1
日
、
近
江
・
若
狭
地
震
）
、
女
原
み
ょ
う

ば
る

の
宮
崎
安
貞
を
寄
り
糸
島
郡

桜
井
村
着
。
8
月
、
加
増
10
石
（
計
30
石
）
。
9
月
、
光
之
の
参
勤
に
従
い
入
京
。
11
月
、

初
め
て
『
中
庸
』
『
孟
子
』
を
講
ず
る
。

桜
井
村

京
都

一　貝原益軒略年譜
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4

一
六
六
三

寛
文
3

34

3
月
、
初
め
て
『
近
思
録
』
を
講
ず
る
（
『
近
思
録
』
本
邦
初
の
講
習
）
。

一
六
六
四

寛
文
4

35

2
月
、
帰
藩
の
命
、
門
人
鶴
原
正
林
を
伴
い
、
途
次
、
兵
庫
湊
川
に
楠
木
正
成
を
墓
参
し
、

3
月
帰
国
。
4
月
、
鳥
飼
に
邸
宅
を
、
翌
月
知
行
150
石
を
賜
る
。
9
月
、
光
之
の
上
府
に
従

い
江
戸
に
入
る
。
11
月
、
儒
員
土
岐
重
元
と
往
来
。
こ
の
年
、
藩
の
水
利
事
業
に
建
言
。
こ

の
こ
ろ
ま
で
に
『
本
草
綱
目
』
熟
覧
す
る
。

兵
庫
湊
川

福
岡
・
鳥
飼

江
戸

一
六
六
五

寛
文
5

36

3
月
、
藩
医
西
原
元
畏
と
上
野
薬
園
へ
行
く
。
4
月
、
入
京
、
学
者
と
交
友
を
重
ね
る
（
ひ

き
つ
づ
き
木
下
順
庵
、
向
井
元
升
、
ま
た
中
村
惕
斎

て
き

さ
い

（
37
歳
）
、
米
川
操
軒
、
黒
川
道
祐
、

伏
原
賢
忠
等
）
。
6
月
、
初
め
て
伊
藤
仁
斎
に
会
う
。
初
め
て
の
著
書
『
易
学
提
要
』
『
読
書

順
序
』
を
著
し
、
朱
子
学
を
選
ぶ
決
意
を
表
明
。
12
月
、
福
岡
の
父
寛
斎
逝
去
（
享
年
69
）
。

京
都

一
六
六
六

寛
文
6

37

1
月
、
服
喪
で
帰
国
。
2
月
、
講
義
度
重
な
る
。
6
月
、
楽
軒
と
父
を
厚
葬
。
夏
、
神
経
衰

弱
カ

に
よ
り
休
養
。
10
月
、
藩
主
参
府
に
先
立
ち
大
坂
、
京
都
か
ら
信
濃
路
を
経
て
江
戸
入
り
。

○
中
村
惕
斎
『
訓
蒙
図
彙
』
刊
。
徳
川
家
光
没
し
、
四
代
将
軍
家
綱
。

福
岡

江
戸

一
六
六
七

寛
文
7

38

閏
2
月
、
京
都
入
り
。
10
月
、
大
和
に
遊
ぶ
。
前
年
よ
り
小
便
閉
塞
、
淋
疾
、
疝
気
に
苦
し

み
向
井
元
升
の
処
方
で
治
ま
る
。
ま
た
痰
、
喘
息
を
患
う
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
灸
を
始
め
る
。

12
月
、
四
書
の
訓
点
を
改
め
る
。

京
都

大
和

一
六
六
八

寛
文
8

39

3
月
、
出
京
し
帰
郷
。
6
月
、
支
藩
秋
月
藩
士
江
崎
広
道
の
娘
初
はつ

を
娶
る
（
の
ち
の
東
軒

夫
人
）
。
7
月
、
26
歳
以
来
再
び
髪
を
蓄
え
、
柔
斎
改
め
光
之
よ
り
久
兵
衛
の
名
を
賜
る
。

8
月
、
加
増
50
石
（
計
200
石
）
、
知
行
地
変
更
。
9
月
、
光
之
参
府
の
先
発
で
江
戸
入
り
。
『
朱

子
文
範
』
『
近
思
録
備
考
』
を
著
す
。

福
岡

江
戸

一
六
六
九

寛
文
9

40

2
月
、
谷
一
斎
を
知
る
。
3
月
、
鎌
倉
・
江
ノ
島
を
経
て
入
京
。
7
月
、
福
岡
に
帰
る
。
11
月
、

荒
津
東
浜
に
居
宅
を
賜
る
（
翌
2
月
転
居
、
終
生
留
ま
る
）
。
『
小
学
句
読
備
考
』
を
著
す
。

鎌
倉
、
京
都

福
岡

一
六
七
一

寛
文
11

42

3
月
、
請
う
て
京
都
へ
行
き
（
本
屋
・
版
元
訪
問
、
五
・
6
月
、
中
村
惕
斎
と
星
座
観
察
等
）
、

7
月
帰
福
。
寛
文
5
、
在
京
時
に
光
之
の
命
で
益
軒
に
師
事
し
て
き
た
功
臣
の
子
久
野
正
的

（
20
歳
）
が
病
没
。
9
月
、
書
庫
を
作
る
。
10
月
、
大
老
黒
田
一
任
の
子
一
貫
か
ら
『
黒
田
家
譜
』

編
纂
の
命
を
受
け
る
。
翌
年
に
か
け
宮
崎
安
貞
と
頻
繁
に
往
来
。

○
向
井
元
升
『
庖
厨
備
用
倭
名
本
草
』
刊
。

京
都

福
岡

序章　貝原益軒と『大和本草』
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一
六
九
八

元
禄
11

69

2
月
、
東
軒
夫
人
、
僕
婢
ら
総
勢
9
人
で
大
坂
、
大
和
を
へ
て
京
都
入
り
、
以
後
1
年
半
の

最
後
の
上
洛
。
9
月
、
常
春
が
剃
髪
。
10
月
、
綱
政
か
ら
存
斎
の
次
子
重
春
を
嗣
子
と
す
る

許
可
を
得
る
。

大
坂
、
大
和

京
都

一
六
九
九

元
禄
12

70

6
月
、
出
京
、
帰
国
。
9
月
、
重
春
元
服
。
閏
9
月
、
自
身
の
古
希
を
祝
賀
。
『
和
字
解
』
『
日

本
釈
名
』
を
著
す
。

福
岡

一
七
〇
〇

元
禄
13

71

5
月
、
好
古
病
没
（
享
年
37
）
。
7
月
、
致
仕
の
命
が
下
る
。
以
降
遠
く
に
遊
ば
ず
、
著
述
に
専
念
。

一
七
〇
〇

元
禄
14

72

2
月
、
藩
主
参
勤
に
供
奉
す
る
嗣
子
重
春
に
戒
『
贐
行
訓
語
じ
ん
こ
う

く
ん
ご

』
を
作
り
与
え
る
。

一
七
〇
二

元
禄
15

73

3
月
、
楽
軒
病
没
（
享
年
78
）
。
益
軒
は
正
月
よ
り
11
度
往
診
。
年
末
か
ら
ひ
と
月
あ
ま
り
肩

瘍
を
患
う
。
『
音
楽
紀
聞
』
を
著
す
。

○
赤
穂
浪
士
大
石
良
雄
ら
、
吉
良
義
央
を
討
つ
。

一
七
〇
三

元
禄
16

74

2
月
、
重
春
、
婚
姻
、
東
軒
の
姪
を
娶
る
。
翌
月
に
か
け
、
武
蔵
温
泉
、
東
西
諸
郡
を
巡
る
。

11
月
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
を
綱
政
に
献
ず
る
。
冬
、
泄
瀉
（
下
痢
）
で
健
康
減
ず
る
。
『
君

子
訓
』
著
す
。

東
西
諸
郡

一
七
〇
四

宝
永
元

75

東
軒
夫
人
、
夏
か
ら
病
篤
く
伏
せ
る
が
11
月
癒
え
る
。
『
菜
譜
』
を
著
す
。

一
七
〇
五

宝
永
2

76

3
月
、
重
春
に
女
子
生
ま
れ
る
が
、
妻
没
す
る
（
享
年
17
）
。
7
月
、
『
三
才
図
会
』
校
正
の

命
を
受
け
る
。
9
月
、
飢
饉
に
つ
き
自
ら
の
俸
禄
米
を
乞
う
も
の
に
分
与
。
11
月
、
薩
摩
よ

り
初
来
の
甘
藷
を
藩
主
綱
政
に
献
ず
る
。

一
七
〇
六

宝
永
3

77

2
月
、『
三
才
図
会
』
脱
漏
の
修
補
を
終
え
献
ず
る
。
3
月
、
大
宰
府
に
夫
人
と
遊
ぶ
。
4
月
、

重
春
再
婚
。
7
月
、
朝
晩
の
飯
を
一
椀
に
す
る
。
12
月
、
重
春
、
命
で
長
崎
に
行
き
帰
る
。
同
月
、

益
軒
、
重
春
の
家
計
を
自
ら
司
る
。

大
宰
府

一
七
〇
七

宝
永
4

78

1
月
、
泄
瀉
を
患
う
。
先
君
光
之
80
歳
の
賀
に
詩
を
献
じ
、
饗
を
賜
る
。
3
月
、
志
賀
島
、
香
椎
、

久
留
米
等
巡
遊
。
4
月
、
重
春
、
江
戸
へ
行
き
6
月
帰
る
。
5
月
、
黒
田
光
之
逝
去
。

筑
前
国
内

一
七
〇
八

宝
永
5

79

4
月
、
東
西
近
郊
を
歴
遊
。
こ
の
年
『
大
和
本
草
』
成
稿
。
『
大
和
俗
訓
』
著
す
。

○
関
孝
和
、
没
す
る
。

一
七
〇
九

宝
永
6

80

8
月
、
重
春
の
家
計
を
門
人
鶴
原
九
皐
に
委
ね
る
。
10
月
、
80
歳
の
祝
賀
、
親
類
朋
友
諸
客

序章　貝原益軒と『大和本草』
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を
饗
す
る
。
こ
の
年
『
大
和
本
草
』
刻
本
16
巻
完
成
（
京
都
・
永
田
調
兵
衛
版
）
。
『
木
曽
路
記
』

著
す
。○

徳
川
綱
吉
没
し
、
六
代
将
軍
家
宣
。
新
井
白
石
、
宣
教
師
シ
ド
ッ
チ
を
訊
問
。

一
七
一
〇

宝
永
7

81

2
月
、
藩
主
綱
政
の
命
に
よ
り
、
老
齢
に
つ
き
益
軒
の
登
城
を
や
め
必
要
時
に
諮
問
と
な
る
。

5
月
、
『
改
正
黒
田
家
譜
』
を
献
ず
る
。
6
月
、
重
春
に
男
子
生
ま
れ
る
。
『
楽
訓
』
『
和
俗

童
子
訓
』
を
著
す
。

一
七
一
一

正
徳
元

82

3
月
、
門
人
、
益
軒
80
の
寿
を
賀
す
。
『
五
常
訓
』
『
家
道
訓
』
を
著
す
。

一
七
一
三

正
徳
3

84

秋
か
ら
東
軒
夫
人
病
激
し
く
な
り
、
12
月
逝
去
（
享
年
62
。
夫
人
へ
の
投
薬
記
録
「
管
理
薬

剤
史
」
）
。
『
養
生
訓
』
『
諸
州
巡
覧
記
』
著
す
。

○
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』
成
る
。

一
七
一
四

正
徳
4

85

1
月
、
健
康
を
害
し
来
客
を
断
る
。
2
月
、
癒
え
て
箱
崎
に
遊
ぶ
。
春
、『
慎
思
録
』
成
る
。
4
月
、

手
足
が
麻
痺
し
、
以
後
床
に
就
き
起
き
ず
。
夏
、『
大
疑
録
』
成
る
。
8
月
27
日
［
西
暦
10
月
5
日
］

益
軒
逝
去
、
金
龍
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
（
東
軒
夫
人
と
並
ぶ
）
。
碑
文
は
竹
田
春
庵
撰
に
よ
る
。

○
稲
生
若
水
『
（
新
校
正
）
本
草
綱
目
』
刊
。

箱
崎

一
七
一
五

正
徳
5

『
大
和
本
草
』
附
録
2
巻
・
諸
品
図
3
巻
刊
（
京
都
・
永
田
調
兵
衛
版
）
。

○
稲
生
若
水
、
『
庶
物
類
纂
』
362
巻
ま
で
編
纂
し
没
す
る
。

一　貝原益軒略年譜

トップへ戻る
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表
1

訳
出
箇
所
対
照
表

・
網
掛
け
部
分
が
訳
出
箇
所

本

書

（
段
落
）

略
称

底

本

益
軒
全
集

（
頁
）

考
註

大
和
本
草

（
冊
・
頁
）

章

頁

巻

項
目

丁

巻
之
一

大
和
本
草
叙
（
鶴
原
韜
）

1
～
4

1

一
・
1
～
2

１

自

序

57

自
序

大
倭
本
艸
自
序

1
～
2

2

一
・
1
～
2

大
倭
本
艸
目
録

3
～
17

3
～
10

一
・
1
～
13

２

凡

例

61

凡
例

大
和
本
草
凡
例

凡
十
三
件

18
～
23
オ

11
～
14

一
・
1
～
5

３

本
草
の
書
を
論
ず

75

本
草

論
本
艸
書

24
～
31

15
～
19

一
・
1
～
7

論
物
理

32

19
～
30

一
・
7
～
23

漢
名
未
詳
類

48
ウ

30

一
・
23

本
朝
書
所
載
物
名
文
字

51
オ

31

一
・
25

日
本
古
書
及
世
俗
誤
訓
倭
名

52
オ
～
53

32
～
33

一
・
25
～
27

４

薬
を
用
い
る
の
論

93

用
薬

巻
之
二

論
用
薬

1

34
～
51

一
・
29
～
53

薬
名
弁
疑

150

薬
名

薬
名
弁
疑

29

51

一
・
53

本
邦
誤
用
薬
品

162

誤
用

本
邦
誤
用
薬
品

32
ウ

53

一
・
56

飲
食
を
節
す
る
。

170

飲
食

節
飲
食

34
ウ

54

一
・
57

数
目
類

182

数
目

数
目
類

41
～
47

58
～
61

一
・
64
～
70

５

薬

類

197

薬
類

巻
之
六

薬
類

1
～
35
オ

134
～
156

一
・
185
～
226

民
用
草
類

35
オ
～
40

157
～
160

一
・
226
～
232

附
録
薬
類

265

薬
類
附

附
録
巻
之
二

薬
類

19
ウ
～
20
ウ

454

二
・
346
～
348

６

薬

木

269

薬
木

巻
之
十
一

薬
木

1
～
31

256
～
284

一
・
431
～
467

貝原益軒『大和本草』の漢方を読む
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大
倭
本
草
巻
之
一

第
１
章

自
序

大
和
本
艸
自
序

〔
原
文
に
は
段
落
が
な
い
が
、
現
代
語
訳
は
適
宜
段
落
を
設
け
、

書
き
下
し
は
原
文
の
ま
ま
段
落
な
し
と
し
た
。
〕

天あ
め

地つ
ち

の
道
〔
天
地
自

然
の
様

〕
は
、
常
に
動
い
て
息や

む
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
地
は
と
り
た
て
て
事
を
行
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
生
物
に
よ
っ
て
事
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
万
物
が
生
々
し
て
尽
き
る
こ
と
の
な
い
理
由
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
六り

く

合ご
う

〔
全
宇

宙

〕
に
産
み
出
さ
れ
る
物
は
浩こ

う

穣じ
ょ
う〔

広
く

豊
か

〕
で
あ
り
、
究
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
う
ち
民
用
と

な
る
も
の
〔
人
が
手
に

す
る
も
の

〕
も
、
ま
た
弘
く
多
く
限
り
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
学
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
を
明
ら
か
に
知
る
作
業
も
ま
た
、
広
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
古
人
が
言
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
「
宇
宙
の
内
の
事
は
、
皆
、
わ
が
儒
教
の
分
限
の
内
で
あ
る
」
と
。
思
う
に
、
経
書
は
道
を
載
せ
、
史
書
は
事

実
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
次
に
は
物
を
集
め
た
書
物
も
ま
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
本
草
と
諸
々
の
こ
と
を
書
き
載

せ
る
書
の
欠
か
せ
な
い
理
由
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
本
草
の
学
が
民
生
日
用
〔
日
常
生
活
全

般
の
た
め

〕
に
常
に
大
切
と
な
る
理
由
で
も
あ
る
。

ま
た
、
本
草
の
良
毒
を
推
し
測
る
こ
と
は
誠
に
難
し
く
、
庶
民
が
そ
れ
を
用
い
る
べ
き
か
否
か
の
選
択
も
ま
た
、
慎
重
に
す

べ
き
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
名
を
多
く
知
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
物
理
の
学
〔
事
物
の
こ
と
わ
り
・

本
質
を
究
め
る
学

〕
が
関
っ
て
い
る
こ
と
を
過
小
に
見
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
古
え
の
聖
人
が
人
々
の
知
識
を
開
発
し
事
を
成
し
遂
げ
さ
せ
た
〔

開
物
成
務
。

『
易
経
』
よ
り

〕
功
績
は
誠
に
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
天
下
の
事
物
は
日
々
解
き
明
か
さ
れ
て
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。
故
に
、
古
え
に
は
無
か
っ
た
が
今
は

トップへ戻る
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く
博
い
学
に
至
る
た
め
の
入
門
と
す
る
こ
と
で
、
物
理
の
学
を
わ
ず
か
万
分
の
一
で
も
補
う
こ
と
と
な
れ
ば
と
願
う
だ
け
で
あ

る
。
も
し
も
、
種
々
の
学
問
に
広
く
通
じ
た
君
子
が
、
本
書
の
不
足
を
補
っ
て
よ
り
良
く
し
、
そ
の
誤
謬
を
改
め
正
す
の
で
あ

れ
ば
、
即
ち
、
私
が
こ
れ
を
誠
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

宝〔
一
七
〇
八
〕

永
戊
子
芒
種
日

筑
前
州
後
学
貝
原
篤
信
序

大
倭
本
艸
自
序

天
地
之
道
常
ニ
行
レ
テ而

息
マ
ず不

焉

。
而
シ
テ
天
地
別
ニ
為
す
所
無
く
只
生
物
を
以
て
事
ト
為
す
の而

已
矣み

。
以
て
万
物
生
生
シ

テ
窮
せ
ざ不

る
所
也
。
是
ヲ
以
て
六
合
之
内
産
す
る
所
之
品
物
浩
穣
ニ
シ
テ
究
め
尽
す
可
か
ら
ず不

矣
。
其
民
用
ト
為
す
者
亦

弘
多
垠か

ぎ

リ
無
し矣

。
然
ら
ば
則
ち
学
者
明
ニ
庶
物
ヲ於

知
る
之
功
亦
豈
広
博
ナ
ラ
ざ不

る
可
け
ん
や乎

。
古
人
の
謂
フ
有
り
。
宇

宙
ノ
内
ノ
事
皆
吾
カ
儒
分
内
ノ
事
ト
。
蓋
し
経
は
以
て
道
ヲ
載
セ
史
は
以
て
事
ヲ
記
ス
。
其
に
次
ぎ
物
ヲ
集
め
ル
之
書

亦
無
く
可
か
ら
ず不

。
是
本
艸
曁
諸
ロ
載
籍
之
闕
く
可
か
ら
ざ不

る
所
以
也
。
且
本
艸
之
学
以
て
民
生
日
用
ニ
切せ

ち

ナ
リ
ト乎

為

す
所
ノ
者
亦
以ユ

ヘ

有
る
也
。
品
物
之
良
毒
誠
ニ
測
リ
知
り
難
ク
衆
人
之
用
捨
も
亦
宜
し
く
慎
み
択
フ
べ
し
。
但タ

ヽ

多
ク
其
名

ヲ
識
り
て而

已
む
ニ
あ
ら
ず不

也
。
然
ら
ば
則
ち
物
理
之
学
其
関
係
亦
小
ト
為
す
可
か
ら
ず不

也
。
夫
以も

つ
て
すル

ニ
古
昔
聖
人
物

ヲ
開
き
務
ヲ
成
ス
之
功
固
ニ
至
レ
リ乎

、
大
ナ
ル
哉
。
然
る
に
天
下
之
事
物
日
ニ
開
ケ
テ
未
だ
已
ま
ず不

。
故
に
古
に
無
き

所
ニ
シ
テ而

今
有
リ
古
に
知
ら
ざ不

る
所
ニ
シ
テ而

今
知
る
者
枚
ク
記
ス
可
か
ら
ず不

。
其
用
ヲ
済ナ

ス
亦
廃
棄
ス
可
か
ら
ず不

の耳

み
。

且
華
夷
各
有
無
ヲ
異
ニ
シ
南
北
互
ニ
宜
忌
有
り
。
故
ニ
物
理
ヲ
記
載
ス
ル
之
功
後
世
ニ
到
り
テ
漸
次
ニ
時
ニ
随
ひ
テ
無

か
る
可
か
ら
ず不

也
。
是
古
来
諸
家
本
艸
之
述
作
以
て
世
に
出
で
テ而

一
時
ニ于

止
ら
ざ不

る
所
也
。
不ふ

佞ね
い

幼
き
よ自

り
多
病
好
テ

本
艸
ヲ
読
み
物
理
之
学
ニ於

志
有
る
コ
ト
也
尚ヒ

サ

シ矣

。
嘗
て
講
余
之
日
ヲ
以
て
粗ほ

ぼ

本
艸
之
要
言
ヲ於

纂
録
シ
且
群
籍
之
中
ニ於

本

第 1 章　自 序
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大
倭
本
草
巻
之
一

第
２
章

凡
例

大
和
本
草
凡
例

凡
十
三
件

凡
例
1

一

本
書
『
大
和
本
草
』
は
『
本
草
綱
目
』
に
載
る
諸
説
の
中
、
最
も
大
切
な
も
の
を
選
び
要
約
し
て
収
録
し
て
い
る
。
諸

品
の
形
状
、
性
味
の
詳
か
な
も
の
は
こ
こ
に
載
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
『
本
草
綱
目
』
を
熟
読
す
べ
き
で
あ
る
。

一

此
の
書
、
本
草
綱
目
に於

載
る
所
の
諸
説
之
中
、
最
も
切
要
ナ
ル
者
ヲ
揀え

ら

ヒ
約
シ
テ而

之
ヲ
収
録
ス
。
夫
の
諸
品
之
形

状
、
性
味
之

詳
つ
ま
び
ら

か
ナ
ル
者
の
若ご

と

き
は
此
ニ于

載
せ
ず不

。
須

す
べ
か
ら

く
本
草
ヲ
熟
玩
ス
べ
し
。

凡
例
2

一

天
下
の
品
物
は
無
限
で
あ
り
、
『
本
草
綱
目
』
に
載
る
と
こ
ろ
、
た
だ
一
千
八
百
余
の
み
。
そ
の
載
ら
な
い
も
の
も
ま

た
甚
だ
多
く
、
『
本
草
綱
目
』
の
外
、
群
書
の
中
に
記
載
す
る
所
の
品
物
も
ま
た
多
く
あ
る
。
書
籍
が
登
場
し
て
以
来
、

こ
こ
に
お
い
て
幾
千
年
、
奇
品
、
異
物
が
群
書
に
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
、
そ
れ
ら
を
手
に
入
れ

て
記
録
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
容
易
で
は
な
い
。
『
本
草
綱
目
』
は
衆
人
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
今
本
書
の
中
に
抄
録
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
故
に
、
本
書
の
中
に
『
本
草
綱
目
』
か
ら
取
り
上
げ

る
も
の
は
、
千
の
う
ち
の
百
あ
る
い
は
十
の
う
ち
の
一
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
さ
や
か
な
こ
の
よ
う
な
書
を
編
録
す

る
理
由
は
、
お
よ
そ
『
本
草
綱
目
』
に
載
っ
て
い
な
く
て
、
他
の
群
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
収
載
し
た
い
と
い
う

志
を
長
く
い
だ
い
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
故
に
心
を
用
い
て
渉
猟
し
、
蒐
索
す
る
こ
と
が
多
く
、
何
年
も
経
過
し
た
。
見

聞
す
る
と
こ
ろ
に
随
い
、
え
ら
び
集
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
の
観
覧
に
提
供
し
た
い
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
事
が
お

第 2 章　凡 例
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お
げ
さ
で
偏
っ
て
い
た
り
、
言
葉
が
で
た
ら
め
で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
は
、
す
な
わ
ち
捨
て
て
取
ら
な
か
っ
た
。
か
つ
、

中
国
の
群
書
に
載
ら
な
い
所
で
、
わ
が
邦
に
在
る
も
の
、
か
つ
て
、
こ
の
私
が
自
分
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
も
の
、
あ

る
い
は
人
々
が
言
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
品
物
の
名
称
や
形
状
を
、
あ
ら
あ
ら
記
し
て
他
の
人
の
考
察
に
備

え
助
け
た
い
。
願
う
所
は
、
初
学
の
人
が
本
書
に
し
ば
ら
く
依
拠
し
て
、
あ
ら
あ
ら
あ
ま
た
の
品
物
に
つ
い
て
知
り
、
そ

の
後
に
群
書
を
見
て
考
察
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
民
用
の
多
少
の
助
け
に
な
る
と
い
え
よ
う

か
。
思
う
に
、
群
籍
は
厖
大
で
あ
る
か
ら
、
す
ぐ
に
は
そ
れ
ら
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
書
の
よ
う
な
も
の
は
、
そ

れ
ら
を
知
る
近
道
で
あ
り
、
労
力
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

一

天
下
之
品
物
は
窮
ま
り
無
く
本
草
綱
目
に
載
る
所
は
、
止タ

ヾ

一
千
八
百
余
名
而の

已み

。
其
の
載
せ
ざ不

る
所
も
亦
甚
だ
多

く
し
て而

、
本
草
之
外
、
群
書
之
中
、
記
載
ス
ル
所
之
品
物
も
亦
多
ニ
居
レ
リ矣

。
蓋け

だ

し
、
載
籍
以
来
此
ニ於

幾
千
年矣

、

奇
品
、
異
物
之
散
見
シ
テ
群
書
ニ乎

雑
出
す
ル
は者

、
豈あ

に
、
得
テ而

枚
こ
と
ご
と

ク
記
シ
易
か
ら
ン
乎ヤ

。
本
草
之
一
書
ハ
、
衆

人
之
視
る
所
、
今
此
の
書
之
中
之
ヲ
抄
録
セ
ず不

ト
雖い

え
ども

可
也
。
故
ニ
此
の
書
之
中
に
本
草
ヲ於

抄
取
ス
ル
者
ハ
、
仟

佰
ニ
シ
テ而

什
一
な
る
而の

已み

。
区
区
た
る
此
の
書
ヲ
編
録
ス
ル
所ゆ

え

以ん

ノ
者
ハ
凡
そ
本
草
に
載
せ
ざ不

る
所
ニ
シ
テ而

、
群

書
之
載
ス
ル
所
ノ
者
、
予
、
之
ヲ
収
載
ス
ル
ニ于

志
有
ル
コ
ト焉

久
シ矣

。
故
ニ
心
ヲ
用
テ
渉
猟
シ
、
蒐
索
ス
ル
コ
ト
多

ク
、
年
所
ヲ
歴フ

る
。
聞
見
ス
ル
所
ニ
随
テ
、
揀
び
採
シ
テ而

之
ヲ
輯
録
シ
、
以
て
、
観
覧
ニ
備
フ
ル
而の

已み

。
惟た

だ
、
事
、

迂
僻
ニ乎

近
ク
、
言
、
怪
誕
ニ乎

類
ス
ル
ハ
、
則
ち
舎す

て
テ而

取
ら
ず不

。
且
つ
、
中
華
群
書
之
載
せ
ざ不

る
所
に
し
て
、
吾

邦
之
在
る
所
、
愚
カ
之
嘗か

つ

て
親ミ

ず
か
ら
観
聴
ス
ル
所
、
民
俗
ノ
称
謂
ス
ル
所
、
品
物
之
名
称
、
形
状
、
亦
粗ほ

ぼ

之
を

記
シ
テ
、
以
て
稽
考
ヲ
助
ク
。
希ね

が

フ
所
ハ
則
ち
、
初
学
之
人
、
博
ク
群
書
ヲ
考
ふ
る
コ
ト
ヲ
待
た
ず不

シ
テ而

、
姑し

ば
らク

トップへ戻る
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大
倭
本
草
巻
之
一

第
３
章

本
草
の
書
を
論
ず

本
艸
ノ
書
ヲ
論
ス

本
草
1

あ
ら
ゆ
る
草
木
、
禽
獣
、
虫
魚
、
金
玉
、
土
石
を
記
載
し
た
書
は
、『
神し

ん

農の
う

本ほ
ん

草ぞ
う

経け
い

』
を
始
ま
り
と
す
る
。
三
六
五
種
を
収
め
る
。

こ
れ
を
「
本
経
」
と
す
る
。
梁
の
陶と

う

弘こ
う

景け
い

が
『
名
医
別
録
』
を
作
り＊

、『
神
農
本
草
経
』
を
補
っ
た
。
同
じ
く
三
六
五
種
で
あ
る
。

以
後
、
歴
代
の
名
医
が
そ
れ
ぞ
れ
増
補
し
て
い
き
、
専
門
諸
家
の
本
草
書
も
多
く
な
り
、
優
れ
た
品
が
し
だ
い
に
加
え
ら
れ
た
。

明
の
李
時
珍
は
、
本
草
書
か
ら
品
を
選
び
集
め
、
自
己
の
見
聞
を
加
え
、
そ
れ
ま
で
の
本
草
書
を
拡
充
し
た
『
本
草
綱
目
』
を
著
し
、

万
物
が
非
常
に
多
く
備
え
ら
れ
た
。
万

〔
一
五
七
八
〕

暦
六
年
に
成
っ
た
。
本
朝
の
天
正
六
年
に
あ
た
る
。
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
品
数
は

す
べ
て
一
八
九
二
種
で
あ
る
。

凡
艸
木
、
禽
獣
、
虫
魚
、
金
玉
、
土
石
ヲ
記
セ
シ
書
、
神
農
本
艸
ヲ
始
ト
ス
。
三
百
六
十
五
種
ア
リ
。
是
ヲ
本
経
ト
ス
。

梁
ノ
陶
弘
景
名
医
別
録
ヲ
作
リ
、
神
農
本
経
ヲ
増
補
ス
。
又
三
百
六
十
五
種
ア
リ
。
コ
レ
ヨ
リ
以
来
歴
代
ノ
名
医
各

増
益
有
り
、
諸
家
ノ
本
草
多
く
シ
テ
、
名
品
漸
ク
加ク

ハ
ヽレ

リ
。
明
ノ
李
時
珍
、
歴
代
本
草
ノ
内
ヲ
撰
ヒ
輯ア

ツ

メ
自
己
ノ
見

聞
ヲ
加
ヘ
之
ヲ
広
メ
テ
本
艸
綱
目
ヲ
作
リ
、
品ひ

ん

物ぶ
つ

大
ニ
備
ル
。
万
暦
六
年
ニ
成
レ
リ
。
本
朝
ノ
天
正
六
年
ニ
当
ル
。

載
る
所
ノ
品
数
凡
一
千
八
百
九
十
二
種
ア
リ
。

［
註
］

＊
『
名
医
別
録
』
を
作
り

―
「
陶
弘
景
が
『
名
医
別
録
』
を
基
に
」
の
誤
り
か
。
『
名
医
別
録
』
は
、『
神
農
本
草
経
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
（
後
漢
末
）

に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
『
本
草
経
』
と
同
様
に
歴
史
の
中
で
そ
の
原
本
は
失
わ
れ
た
。
陶
弘
景
『
本
草
経
集
註
』
の
序
文
に
は

「
神
農
本
経
の
三
品
合
わ
せ
て
三
六
五
を
主
と
し
、
又
進
め
て
名
医
副
品
亦
、
三
六
五
、
合
わ
せ
て
七
三
〇
種
と
す
」
と
あ
り
、
一
番
の
「
玉
泉
」

第 3章　本草の書を論ず
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よ
り
五
六
三
番
の
「
醤
」
ま
で
が
『
名
医
別
録
』
の
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
［
森
：
名
医
別
録
解
説
］
。

本
草
2

蜀
の
韓か

ん

保ほ

昇し
ょ
う〔

一
〇

世
紀

〕
が
い
う
。
薬
に
玉
石
、
草
木
、
虫
獣
が
あ
っ
て
、
本
草
と
い
わ
れ
る
の
は
、
諸
薬
の
中
、
草
類
が
最
も
多

い
た
め
で
あ
る
、
と
。

〇
宋
の

掌
し
ょ
う

禹う

錫し
ゃ
く〔

『
嘉
祐

本
草
』

〕
が
い
う
。
『
神
農
本
草
経
』
三
巻
は
神
農
の
作
に
な
り
、
経
書
に
見
え
な
い
。

『
漢か

ん

書じ
ょ

』
「
芸げ

い

文も
ん

志し

」
に
も
ま
た
、
そ
の
書
名
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
云
々
。
『
漢
書
』
の
前
漢
「
平
帝
紀
」
及
び
「
樓
護
伝
」
に

本
草
の
名
が
初
め
て
見
え
る
。
『
淮え

南な
ん

子じ

』〔
前漢

〕
に
い
う
。
神
農
、
百
薬
の
滋
味
を
嘗
め
、
こ
れ
に
よ
り
医
術
が
興
る
、
と
。

〇
寇こ

う

宗そ
う
せ
き奭

〔
一
一
～
一
二

世
紀
、
宋
代

〕
が
い
う
。
『
漢
書
』
に
本
草
の
こ
と
を
言
っ
て
は
い
る
が
、
い
ず
れ
の
代
か
ら
作
る
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。

『
世せ

本ほ
ん

』〔
漢
初

頃

〕
に
よ
れ
ば
『
淮
南
子
』
で
、
神
農
が
百
草
を
嘗
め
薬
を
調
合
す
る
と
い
う
が
、こ
こ
に
も
本
草
の
名
は
無
い
。
た
だ
、

『
帝
王
世
紀
』〔
西
晋
、

三
世
紀

〕
に
い
う
。
黄こ

う

帝て
い

、
岐き

伯は
く

〔
『
黄
帝
内
経
』
で

黄
帝
と
問
答
す
る

〕
に
命
じ
て
草
木
を
嘗
め
味
わ
い
本
草
を
見
定
め
、
医
術
・
治
療
法
を

生
み
だ
し
民
衆
の
病
を
療
え
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
本
草
の
名
、
黄
帝
よ
り
始
ま
る
こ
と
を
知
る
、
と
。

〇
陳ち

ん

蔵ぞ
う
き器

〔
七
～
八

世
紀

〕
は
、

唐
の
玄
宗
皇
帝
の
開
元
の
時
の
人
で
『
本
草
拾
遺
』
を
撰
し
た
。
時
珍
が
い
う
。
そ
の
著
述
は
、
広
く
群
書
を
極
め
、
物
類
を

調
べ
真
を
明
ら
か
に
し
、
謬
誤
を
訂
正
し
、
隠
れ
て
い
る
も
の
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
探
し
集
め
た
。
こ
れ
は
『
神
農
本
草
経
』

以
来
た
だ
一
人
で
あ
る
、
と
。
ま
た
い
う
。
歴
代
の
本
草
書
で
は
、
陳
蔵
器
の
み
が
物
類
を
弁
別
す
る
こ
と
で
最
も
精
密
詳
細

で
あ
る
。
最
も
信
じ
る
に
た
る
、
と
。

〇
歴
代
の
本
草
書
は
『
本
草
綱
目
』
第
一
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

蜀
ノ
韓
保
昇
カ
曰
く
。
薬
ニ
玉
石
、
艸
木
、
虫
獣
有
り
て而

、
本
草
ト
云
ふ
者
ハ
、
諸
薬
ノ
中
、
草
類
最
も
多
シ
ト
為
レ
ハ
也
、

と
。
〇
宋
ノ
掌
禹
錫
カ
曰
く
。
本
艸
経
三
巻
、
神
農
ノ
作
る
所
に
し
て而

経
ニ
見
ヱ
ず不

。
漢
書
ノ
芸
文
志
ニ
モ
亦
録
す

る
コ
ト
無
し
云
云
。
前
漢
ノ
平
帝
紀
及
ヒ
樓
護
カ
伝
ニ
本
草
ノ
名
初
テ
見
ユ
。
淮
南
子
ニ
云
ふ
。
神
農
、
百
薬
之
滋

味
ヲ
嘗
ム
。
是
れ
ニ
由
り
、
医
方
興
ル
、
と焉

。
〇
寇
宗
奭
カ
曰
く
。
漢
書
ニ
本
艸
ヲ
言
ふ
ト
雖
も
、
何
ノ
代
自よ

り
し

トップへ戻る
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大
倭
本
草
巻
之
二

第
４
章

薬
を
用
い
る
の
論

論
用
薬

用
薬
1

薬
に
五
味
・
四
気
・
七
情＊

が
あ
る
。
七
方＊

十
剤＊

に
は
「
君
臣
佐
使＊

」
・
「
升
降
浮
沈＊

」
が
あ
り
、
服
薬
の
禁
忌
に
は
、
妊
娠
の

禁
忌
、
飲
食
の
禁
忌
、
薬
名
の
同
異
が
あ
る
。
ま
た
、
李り

東と
う

垣え
ん

〔
金代

〕
は
証
に
合
わ
せ
て
薬
を
用
い
、
そ
の
凡
例
等
の
諸
説
は
『
本

草
綱
目
』
序
例
「
李
東
垣
随
証
用
薬
凡
例
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
熟
覧
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

薬
ニ
五
味
・
四
気
・
七
情
有
り
。
七
方
十
剤
は
君
臣
佐
使
・
升
降
浮
沈
有
り
。
服
薬
の
禁
忌
に
妊
娠
の
禁
忌
、
飲
食
の

禁
忌
、
薬
名
の
同
異
有
り
。
又
、
李
東
垣
証
ニ
隨
ひ
薬
を
用
ひ
、
凡
例
等
の
諸
説
皆
之こ

れ

ヲ
本
草
序
例
ニ
載
せ
テ而

詳
備

ナ
リ
。
熟
覧
セ
ざ不

る
可
か
ら
ず不

。

［
註
］

＊
五
味
・
四
気
・
七
情

―
五
味
＝
甘
・
酸
・
辛
・
苦
・
鹹
。

四
気
＝
寒
・
温
・
熱
・
涼
、
四
性
と
も
い
う
。

七
情
＝
薬
物
配
合
の

七
種
の
異
な
っ
た
作
用
を
指
し
、
単
行
、
相
須
、
相
使
、
相
畏
、
相
悪
、
相
反
、
相
殺
を
い
う
。
［
漢
方
用
語
大
辞
典
］
（
以
下
、
［
用
薬
1
］
の
註

全
体
に
わ
た
る
）

＊
七
方

―
大
方
・
小
方
・
緩
方
・
急
方
・
奇
方
・
偶
方
・
復
方
。

大
方

た
い

ほ
う

（
大
剤
）
＝
邪
気
が
盛
ん
で
、
兼
証
（
兼
挟
む
病
証
）
が
あ
り
重
病
の
疾
患
に
用
い
る
。
薬
味
が
多
く
量
も
多
い
。
多
量
の
薬
を
一
回

で
飲
み
き
る
。
薬
方
例
：
大
承
気
湯
。

小
方
（
小
剤
）
＝
邪
気
が
軽
く
、
体
の
表
面
に
あ
っ
て
兼
証
を
伴
わ
な
い
緩
和
な
薬
剤
。
薬
味
も
少

な
く
、
回
数
を
多
く
服
用
す
る
。
漢
方
例
：
葱
豉
湯
。

緩
方
＝
か
ら
だ
の
抵
抗
力
を
増
進
し
、
病
を
自
然
に
除
去
、
慢
性
で
虚
弱
体
質
の

人
に
使
用
。
緩
和
な
作
用
を
持
つ
生
薬
で
構
成
さ
れ
、
薬
物
の
気
味
が
薄
い
。
湯
剤
の
よ
う
に
迅
速
な
作
用
を
期
待
し
な
い
。

急
方
＝
急
病
・

重
病
人
を
迅
速
に
治
療
す
る
。
気
味
が
厚
く
、
薬
性
が
激
烈
。
湯
剤
。
漢
方
例
：
四
逆
湯
。

奇
方
＝
近
位
（
上
焦
）
の
病
気
。
症
状
が
比

第 4章　薬を用いるの論
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薬
名
弁
疑

薬
名
弁
疑

薬
名
1

粉
草

ふ
ん

そ
う

時
珍
は
い
う
。
甘カ

ン

草ゾ
ウ

〈
薬
類
5
〉
に
つ
い
て
今
の
人
は
、
た
だ
寸
径
が
大
き
く
て
締
ま
り
横
断
紋
の
あ
る
も
の
を
良
質

と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
粉
草
と
い
う
、
と
。

○
粉
草

時
珍
云
ふ
。
甘
草
。
今
人
、
惟た

だ

大お
お

径わ
た

リ
寸
ニ
シ
テ而

結
緊
断
紋
ナ
ル
者
を
以
て
佳
ト
為
し
、
之
ヲ
粉
草
ト
謂
ふ
、と
。

薬
名
2

青
木
香

せ
い
も
っ

こ
う

〔
大
和
本
草
・
巻
之
八

（
草
之
四
）
・
蔓
草

〕　
　

『
本
草
綱
目
』〔
草
部
芳
草
類
・

第
一
四
巻

〕
で
調
べ
る
と
木
香
〈
薬
類
49
〉
で
あ
る
。
時
珍
は
い
う
。
後
世
の
人
が
馬バ

兜ト
ウ

鈴レ
イ

の
根
を
青
木
香
と
呼
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
木
香
と
呼
び
、
南ナ

ン

木モ
ッ
コ
ウ香

や
広コ

ウ

木モ
ッ
コ
ウ香

と
も
し
て
い
る
、
と
。
今
考
え
て

み
る
と
、
馬
兜
鈴
を
土
青
木
香
と
も
い
う
。

〇
青
木
香

本
草
を
按あ

ん
ずる

ニ
即
ち
木
香
也
。
時
珍
云
ふ
。
後
人
、
馬
兜
鈴
根
ヲ
呼
ぶ
に
青
木
香
ト
為
す
に
因
る
。
乃
ち

木
香
と
呼
び
、
南
木
香
、
広
木
香
ト
為
す
、
と
。
今
按
ず
る
に
馬
兜
鈴
ヲ
又
土
青
木
香
ト
云
ふ
。

薬
名
3

牙
皁

が
そ

う

時
珍
は
い
う
。
皁
の
実
に
三
種
有
る
。
一
種
は
小
さ
い
も
の
で
猪チ

ョ

牙ガ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
。
〖
肥
皁
の
皁
角
は

皁ソ
ウ

莢キ
ョ
ウ〈

薬
木
29
〉
で
あ
り
皁
刺
で
は
な
い
。
〗

〇
牙
皁

時
珍
曰
ふ
。
皁
実
に
三
種
有
り
。
一
種
は
小
さ
く
猪
牙
の
如
し
、
と
。
〖
肥
皁
の
皁
角
は
亦
是
れ
皁
莢
に
て
皁
刺

に
非
ず
。
〗

薬
名
4

荊
瀝

け
い

れ
き

牡ボ

荊ケ
イ

の＊

汁
液
〔
し
ず

く

〕
で
あ
る
。
『
本
草
綱
目
』〔
木
部
灌
木
草
類
・

第
三
六
巻
「
牡
荊
」

〕
に
あ
る
。　
　

〇
荊
瀝

牡
荊
之
瀝
也
。
本
草
ニ于

見
ゆ
。

［
註
］

＊
牡
荊

―
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
ニ
ン
ジ
ン
ボ
ク
（
人
参
木
）
。
生
薬
名
：

①
牡
荊
子
ぼ
け

い
し

。
②
荊
瀝
け
い

れ
き

。

薬
用
部
：
①
果
実
。
②
根
の
汁
液
（
普

通
、
火
で
焙
り
、
両
端
か
ら
で
る
汁
を
集
め
る
）
。

薬
理
作
用
：
本
草
書
に
、
牡
荊
子
は
感
冒
、
荊
瀝
は
去
痰
剤
と
す
る
。
［
伊
沢
：
薬
用
植
物
］

トップへ戻る
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本
邦
誤
用
薬
品

本
邦
誤
用
薬
品

誤
用
1

人
参

に
ん

じ
ん

〈
薬
類
1
〉

篤
信
は
考
え
る
。
世
の
中
の
医
師
は
人
参
に
薺セ

イ

苨ネ
イ

〈
薬
類
4
〉
、
桔
梗
〈
薬
類
3
〉
、
漏ロ

ウ

蘆ロ

〔
本

経
・

巻
上

〕
、
防ボ

ウ

葵キ

、
節
人
参

〖
味
の
苦
い
も
の
〗
な
ど
で
代
用
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
性
味
が
各
々
異
な
り
同
じ
類
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ら
は
疎
漏
、
濫
悪
の
物
な
の
で
代
用
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
た
だ
無
益
な
ば
か
り
で
な
く
、
害
を
及
ぼ
す
も
の
で

あ
る
。
も
し
、
し
か
た
な
く
、
こ
れ
に
代
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
沙シ

ャ

参ジ
ン

〈
薬
類
2
〉
、
羊
乳
根
［
→
薬
類
2
註
］
を
用
い
れ
ば
よ
い
。
二

物
は
そ
の
性
が
軽
薄
で
起
死
回
生
と
い
う
効
果
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
則
ち
滋
養
と
な
り
小

補
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
、
性
は
平
淡
で
あ
り
毒
は
な
く
人
を
害
す
る
こ
と
も
な
い
。
だ
か
ら
張
潔
が
古
く
沙
参

を
も
っ
て
人
参
に
代
え
た
こ
と
は
誠
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

○
人
参

篤
信
謂
へ
ら
く
、
世
医
人
参
ニ
代
る
ニ
薺
苨
、
桔
梗
、
漏
蘆
、
防
葵
、
節
人
参
〖
味
苦
き
者
〗
等
ヲ
以
て
ス
。

然
シ
テ而

、
性
味
各
異
ニ
シ
テ而

相
類
セ
ず不

。
或
は
是
れ
疎
漏
、
濫
悪
ノ
物
に
て
代
用
す
ベ
可
か
ら
ず不

。
謂
ふ
所
の
徒タ

ヽ

益
無

き
の
み
に
非
ず
し
て而

、
又
之
を
害
す
る
也
。
苟モ

シ

已や

む
コ
ト
ヲ
得
ず不

し
て而

之
ヲ
代
ヘ
ハ
、
沙
参
、
羊
乳
根
ヲ
以
て
セ
ハ
、

則
ち
可
也
。
二
物
其
の
性
軽
薄
ニ
シ
テ而

死
を
起
シ
生
を
回
す
る
之
功
無
し
ト
雖
も
、
然
し
て而

多
く
用
ヒ
ハ
則
ち
滋
養
ス

ル
コ
ト
亦
小
補
無
き
に
能
は
ず不

。
且
つ
、
平
淡
ニ
シ
テ
毒
無
く
人
ヲ
害
せ
ざ不

る
故
、
張
潔
、
古
く
沙
参
ヲ
以
て
、
人
参

ニ
代
フ
ル
は者

誠
ニ
以ユ

ヘ

有
る
也
。

誤
用
2

五
味
子

ご
み

し

朝
鮮
か
ら
来
た
も
の
は
真
に
五
味
が
あ
っ
て
用
い
る
と
よ
い
。
中
国
か
ら
き
た
も
の
は
こ
れ
に
準
じ
る
が
、
本

邦
の
産
の
よ
う
に
味
が
苦
す
ぎ
て
、
恐
ら
く
は
滋
養
補
給
や
収
歛
の
効
能
は
無
く
、
頻
尿
の
憂
い
が
あ
る
の
で
、
用
い
て
は

トップへ戻る
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大
倭
本
草
巻
之
六

艸
之
二

第
５
章

薬
類

薬

類

薬
類
1

人
参

に
ん

じ
ん　
　

参
の
字
の
本
は
薓
、
あ
る
い
は
省
い
て
寖
と
い
う
。
人
の
手
足
の
よ
う
で
あ
る
。
故
に
人
参
と
い
う
。
朝
鮮
の

産
を
上
品
と
し
、
中
国
に
も
こ
れ
を
用
い
る
。
中
国
で
は
、
ま
た
上
党
〔
秦
か
ら
隋
に
か
け
て
の

郡
名
。
現
在
の
山
西
省

〕
の
人
参
を
良
し
と
す
る
。
寇こ

う

宗そ
う

奭せ
き

が

い
う
。
上
党
郡
の
も
の
は
そ
の
値
が
銀
と
等
し
い
、
と
。
中
国
で
は
銀
と
等
き
を
も
っ
て
は
な
は
だ
貴
と
し
て
い
る
。
今
、

本
邦
に
朝
鮮
よ
り
来
る
も
の
は
値
が
貴
く
銀
の
一
〇
倍
以
上
は
す
る
。
故
に
往
々
偽
作
の
も
の
が
あ
る
。
沙シ

ャ

参ジ
ン

〈
薬
類
2
〉
、
薺セ

イ

苨ネ
イ

、
桔
梗
な
ど
の
薬
品
を
も
っ
て
真
を
乱
す
も
の
が
多
い
。
こ
れ
を
選
ぶ
に
は
精
詳
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
概
、
堅
実

で
あ
っ
て
、
偽
作
で
は
な
い
も
の
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。

○
唐
人
参
は
、
長
崎
に
来
る
も
の
が
朝
鮮
に
次
ぐ
。

○
ヒ
ゲ

人
参
は
人
参
の
髭
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
異
邦
か
ら
来
た
も
の
で
本
邦
の
産
で
は
な
い
。
堅
実
で
あ
り
、
大
人
参
の
性
の

淡
い
こ
と
に
勝
っ
て
い
る
。

○
節
人
参
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
葉
は
芹
に
似
て
い
る
。
根
に
節
が
あ
り
髭
が
多
い
。
山
中

陰
湿
の
地
に
生
じ
る
。
そ
の
髭
を
髭
人
参
と
い
う
。
節
人
参
は
そ
の
大
き
な
根
を
い
う
。
薬
店
で
そ
の
根
と
髭
を
売
る
が
味

は
苦
く
気
を
泄
す
る
。
人
参
の
気
味
と
は
違
う
の
で
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
草
医
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
人
参
に
代
へ
て
用
い

る
の
は
甚
だ
非
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
世
上
に
セ
リ
人
参
と
い
っ
て
芹
に
似
た
草
を
植
え
て
い
る
。
味
も
芹
に
似
て
ム
カ

ゴ
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
根
の
味
は
甘
い
が
、
性
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
邦
の
医
師
は
人
参
の
値
が

高
い
た
め
に
代
用
す
る
も
の
が
多
い
。
ト
ト
キ
人
参
、
ツ
ル
人
参
、
こ
の
二
種
は
砂
参
で
あ
る
。
人
参
に
代
え
て
用
い
、
大

き
く
補
う
こ
と
は
な
い
が
害
は
な
い
。
ま
た
、
萎イ

蕤ズ
イ

〈
薬
類
14
〉

は
一
切
の
不
足
の
症
を
治
し
、
人
参
に
代
え
て
用
い
る
。
寒

第 5章　薬 類
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で
も
な
く
燥
で
も
な
く
大
い
に
殊
効
が
あ
る
。
『
本
草
綱
目
』
お
よ
び
李
中
梓
〔
明
末

清
初

〕『
本
草
通
玄
』
に
も
あ
る
。
人
参
の
代
薬

に
こ
の
三
種
の
外
は
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
、
益
が
な
い
ば
か
り
か
害
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
漏ロ

ウ

蘆ロ

〔＊

本
経
・

巻
上

〕
と
防ボ

ウ

葵キ

を
＊

人
参
に
代
え
て
用
い
、
ま
た
薺
苨
、
桔
梗
を
人
参
に
代
え
て
用
い
る
人
が
い
る
。
あ
る
い
は
右
の
薬
に
甘
草
を
煮
染
て
偽
り

売
る
。
こ
れ
ら
は
性
が
各
々
別
で
あ
っ
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
『
延
喜
式
』
に
日
本
諸
州
の
土
産
に
人
参
が
あ
る
が
、
こ

れ
も
ま
た
砂シ

ャ

参ジ
ン

〔
沙参

〕
を
人
参
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

○
王
海
蔵
〔
元
代
、

王
好
古

〕
に
肺
熱
に
は
人
参
を
用
い
て
は
い
け
な
い
と
す
る
説
が
あ
る
。
王
節
齋
〔
明
代
、

王
綸

〕
も
ま
た
、
こ
れ
に
従
い
賛
同
し

て
い
う
。
参ジ

ン

耆ギ

〔
人
参
と

黄
耆

〕
は
良
く
肺
火
を
助
け
る
が
、
陰
虚
火
動
の
病
に
大
い
に
人
参
を
服
す
る
こ
と
を
忌
う
。
服
す
る
こ
と

が
過
多
で
あ
る
者
は
ま
た
治
し
難
い
、
と
。
李
時
珍
お
よ
び
李
中
梓
と
も
に
張
仲
景
・
李
東
垣
・
朱
丹
渓
の
説
を
引
き
二
人

の
王
氏
の
非
を
論
じ
て
い
る
。
『
本
草
綱
目
』〔
草
部
山
草
類
・

第
一
二
巻

〕「
人
参
｟
正
誤
｠
」
及
び
李
中
梓
『
本
草
通
玄
』
に
出
て
い
る
。

○
陶

弘
景
が
い
う
。
人
参
を
新
器
の
中
に
納
れ
密
封
し
何
年
も
開
け
て
は
な
ら
な
い
。
頻
り
に
様
子
を
見
れ
ば
蛀
〔
き
く
い

む
し

〕
が
生
じ

や
す
い
。
細サ

イ

辛シ
ン

を
交
え
て
置
く
と
よ
い
。
李☆

言
聞
〔
時
珍

の
父

〕
が
い
う
。
鉄
器
を
忌
む
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
医
往
々
に
し
て
鉄
を

忌
ま
な
い
、
と
。

○
人☆

参
を
煎
じ
、
あ
る
い
は
水
に
浸
し
て
汁
を
取
っ
て
飲
み
、
あ
る
い
は
人
参
を
膏
に
煎
じ
、
そ
の
滓

を
売
る
こ
と
が
あ
る
の
で
よ
く
見
き
わ
め
な
い
と
い
け
な
い
。
和
漢
と
も
に
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

○
人
参
の
生
根
は
昔
朝

鮮
か
ら
来
て
江
戸
に
あ
っ
た
が
、
今
は
な
い
。

人
参

参
ノ
字
、
本
ハ
薓
或
は
省
テ
寖
ト
作
ス
。
人
形
手
足
ノ
如
き
ナ
ル
者
有
り
。
故
に
人
参
ト
云
ふ
。
朝
鮮
ノ
産
ヲ

上
品
ト
為
し
、
中
夏
ニ
モ
之
ヲ
用
ふ
る
。
中
夏
ニ
ハ
又
上
党
ノ
人
参
ヲ
良
ト
為
す
。
宗
奭
カ
曰
く
。
上
党
ノ
者
、
其

の
価
銀
と與

等
シ
。
中
夏
ニ
ハ
銀
と與

等
し
キ
ヲ
以
て
甚
だ
貴
ト
為
す
、
と
。
今
、
本
邦
朝
鮮
自
り
来
る
者
は
価
貴
重
、

奚な
ん

ソ
翅タ

ヽ

銀
ニ于

十
倍
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
。
故
に
往
往
偽
作
ノ
者
有
り
。
沙
参
、
薺
苨
、
桔
梗
等
其
の
余
の
薬
品
ヲ
以
て而
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大
和
本
草
巻
之
十
一

第
６
章

薬
木

薬

木

薬
木
1

樗
か
ら
す
の
さ

ん
し
ょ
う
　
　

こ
の
木
は
世
に
知
る
人
が
稀
で
あ
る
。
葉
は
白ヌ

膠ル

木デ

に＊

似
て
長
大
で
あ
り
、
臭
い
。
そ
の
樹
は
節
が
多
く
、
歪
み
、

曲
が
り
、
材
木
と
な
ら
な
い
。
故
に
古
書
に
悪
木
な
り
と
い
う
。
小
さ
い
時
は
と
げ
が
多
く
、
長
大
に
な
れ
ば
と
げ
が
な
く

な
る
。
こ
の
木
は
日
本
に
元
々
あ
る
。
京
都
に
あ
り
、
ま
た
北
州
〔
北
山
杉
な
ど
の
植
生
さ
れ
て

い
る
京
都
北
方
の
諸
地
方
か

〕
に
も
あ
る
と
い
う
。
近
年
唐
か
ら
来
た

香チ
ャ
ン
チ
ン

椿
に
よ
く
似
て
い
る
。
同
類
で
あ
る
。
花
が
あ
り
、
実
が
あ
る
。
烏
は
好
ん
で
そ
の
実
を
食
べ
る
。
日
本
人
は
樗
と
椿
と

を
知
ら
な
い
の
で
先
年
朝
鮮
人
が
来
た
時
、
二
つ
の
木
は
い
ず
れ
の
木
か
と
問
う
た
際
、
朝
鮮
人
も
知
ら
ず
に
誤
ま
り
偽
っ

て
他
の
木
を
樗
で
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
。
樗
を
「
お
う
ち
（
ア
フ
チ
）
」
と
訓
ず
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
「
お
う
ち
」
は
楝
〈
薬

木
28
〉

で
あ
る
。

樗カ
ラ
ス
ノ
サ
ン
セ
ウ

此
の
木
、
世
ニ
知
る
人
マ
レ

ナ
リ
。
葉
ハ
ヌ
ル
テ
ニ
似
テ
長
大
ナ
リ
。

臭
シ
。
其
の
樹
節
多
ク
ユ
カ
ミ
、
マ
カ

リ
テ
材
ト
ナ
ラ
ス
。
故
ニ
古
書
ニ
悪
木
也
ト
云
ふ
。
小
キ
時
刺ハ

リ

多
シ
。
長
大
ナ
レ
ハ
刺
無
し
。
此
の
木
日
本
ニ
元
来

之
れ
有
り
。
京
都
ニ
ア
リ
、
又
北
州
ニ
モ
ア
リ
ト
云
ふ
。
近
年
カ
ラ
ヨ
リ
来
レ
ル
香
椿
ニ
ヨ
ク
似
タ
リ
、
同
類
ナ
リ
。

花
ア
リ
、
実
ア
リ
。
烏
コ
ノ
ン
テ
其
の
実
ヲ
ハ
ム
。
日
本
人
樗
ト
椿
ト
ヲ
シ
ラ
ス
シ
テ
先
年
朝
鮮
人
来
リ
シ
時
、
二

木
イ
ツ
レ
ノ
木
ゾ
ト
問
シ
ニ
朝
鮮
人
モ
シ
ラ
ス
シ
テ
、
ア
ヤ
マ
リ
偽
テ
佗
ノ
木
ヲ
樗
ナ
リ
ト
答
ヘ
シ
ト
云
ふ
。
樗
ヲ

第 6章　薬 木
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ア
フ
チ
ト
訓
ス
ル
ハ
誤
ナ
リ
。
ア
フ
チ
ハ

楝
セ
ン
タ
ン

ナ
リ
。

［
註
］

＊
白
膠
木

―
ウ
ル
シ
科
の
落
葉
高
木
ヌ
ル
デ
。
『
本
草
綱
目
』
果
部
味
類
・
第
三
二
巻
に
「
塩
麩
子
ふ
し
の
き
、

ぬ
る
で

」
と
あ
り
、
そ
の
頭
注
に
「
塩

麩
子
は
塩
麩
木
、
す
な
わ
ち
五
倍
子
樹
、
ヌ
ル
デ
〔
学
名
略
〕
の
果
実
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
枝
葉
に
で
き
る
虫
こ
ぶ
「
五
倍
子
」

〔
虫
部
卵
生
類
・
第
三
九
巻
〕
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
（
木
島
・
注
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
［
→
薬
木
10
］

薬
木
2

椿
ちん　
　

葉
は
漆
樹
の
葉
に
似
て
い
る
。
樗
は
古
来
本
邦
に
あ
っ
た
。
椿
は
本
邦
に
な
か
っ
た
。
こ
の
木
、
近
年
、
木こ

幡は
た

〔
京
都

宇
治

〕

の
萬
福
寺
〔
臨
済
宗
大
本
山
。
隠
元
隆
琦
創

建
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
六
）

〕
に
中
国
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
。
寺
僧
、
こ
の
葉
を
羹
の
上
に
加
え
て
香
気
を
助
け
た
。
近
年
は

伝
え
植
て
所
々
に
多
い
。
そ
の
葉
は
枝
に
つ
い
て
い
る
。
両
面
が
相
対
し
て
い
る
。
上
下
に
葉
が
あ
る
。
樗
の
葉
の
よ
う
で

あ
る
。
葉
の
広
さ
は
二
寸
〔
六
セ

ン
チ

〕
、
長
さ
は
五
寸
ほ
ど
。
葉
は
真
ん
中
の
筋
が
赤
い
。
こ
れ
を
食
え
ば
香
気
が
あ
る
。
花
は
な

く
実
が
な
い
。
そ
の
幹
は
真
っ
直
ぐ
で
あ
る
。
椿
の
根
と
皮
は
薬
と
し
、
そ
の
根
か
ら
苗
が
多
く
生
じ
て
と
て
も
繁
生
す
る
。

成
長
が
早
く
、
茂
り
や
す
い
。
数
年
の
内
に
大
木
と
な
る
。
広
地
に
多
く
植
え
て
薪
材
と
す
べ
き
で
あ
る
。
若
葉
を
摘
み
湯

び
き
を
し
て
炙
り
、
煎
じ
て
茶
と
し
、
あ
る
い
は
干
し
て
末
に
し
、
茶
に
点
じ
る
。
香
味
は
よ
い
。
こ
の
こ
と
『
園
史
』

〔
明
代
、
陳

継
儒
カ

〕
に
出
て
い
る
。『
荘
子
』〔
逍
遥

遊
篇

〕
に
い
う
。
上
古
に
大
椿
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
八
千
歳
を
も
っ
て
春
と
し
、
八
千
歳
を

秋
と
す
る
、
と
。
〇
こ
の
木
を
削
れ
ば
木も

く

理り

は
美
し
く
器
材
と
す
べ
き
で
あ
る
。
本
邦
で
は
古
来
、
椿
を
ツ
バ
キ
と
読
み
誤
っ

て
き
た
。
源
順
『
和
名
類
聚
抄
』
に
も
椿
を
誤
っ
て
ツ
バ
キ
と
訓
じ
て
い
る
。
ツ
バ
キ
は
山サ

ン

茶チ
ャ

〔
大
和
本
草
・
巻
之
一
二
（
木
之

下
）
花
木
、
附
録
巻
之
一
・
木
類

〕
で
あ
る
、

椿
で
は
な
い
。
お
よ
そ
、
漆
、
椿
、
塩ヌ

ル

麩デ

木
、
黄ハ

櫨ジ

、
そ
の
葉
は
す
べ
て
相
似
し
て
い
る
。
椿
も
人
に
よ
っ
て
は
こ
れ
に
触

れ
て
小
瘡
を
生
じ
る
。
漆
の
よ
う
で
あ
る
。
『
本

☆

草
綱
目
』
に
椿
、
樗
を
一
つ
の
条
に
載
せ
て
分
け
て
い
な
い☆

。
こ
れ
を
見

る
も
の
は
分
別
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

トップへ戻る
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椿チ
ン

葉
ハ
漆
ノ
樹
ノ
葉
ニ
似
タ
リ
。
樗
ハ
古
来
本
邦
ニ
之
れ
有
り
。
椿
ハ
之
れ
無
し
。
此
の
木
、
近
年
木
幡ハ

タ

ノ
万
福
寺

ニ
中
華
自
り
来
ル
寺
僧
、
葉
ヲ
以
て
之
ヲ
羹
ノ
上
ニ
加
へ
て而

香
気
ヲ
助
ク
。
近
年
ハ
伝
ヘ
植
ヘ
テ
処
々
ニ
多
シ
。
其

の
葉
枝
ニ
附
く
。
両
々
相
対
ス
。
上
下
ニ
葉
有
り
。
樗
ノ
葉
ノ
如
シ
。
葉
闊ひ

ろ

サ
二
寸
、
長
さ
五
寸
計ば

か

り
。
葉
正マ

ン

中
之

筋
赤
シ
。
之
を
食
へ
ハ
香
気
有
り
。
花
ナ
ク
実
ナ
シ
。
其
の
幹カ

ラ

直ス
ク

ナ
リ
。
椿
根
皮
ハ
薬
ト
為
し
其
の
根
ヨ
リ
苗
ヲ
多

ク
生
シ
テ
甚
だ
繁
生
ス
。
長
シ
ヤ
ス
ク
シ
ケ
リ
ヤ
ス
シ
。
数
年
ノ
内
大
木
ト
ナ
ル
。
広
地
ニ
多
ク
ウ
ヘ
テ
薪
材
ト
ス

ヘ
シ
。
若
葉
ヲ
ツ
ミ
テ
湯
ビ
キ
テ
ア
フ
リ
煎
シ
テ
茶
ト
シ
、
或
は
ホ
シ
末
シ
テ
茶
ニ
点
ス
。
香
味
ヨ
シ
。
此
の
事
園

史
ニ
出
タ
リ
。
荘
子
曰
く
。
上
古
大
椿
ト
云
ふ
者
有
り
。
八
千
歳
ヲ
以
て
春
ト
為
し
、
八
千
歳
ヲ
秋
ト
為
す
、
と
。

〇
此
の
木
削
レ
ハ
木
理
美
シ
、
器
材
ト
ス
ヘ
シ
。
本
邦
古
来
、
椿
ヲ
ツ
バ
キ
ト
ヨ
ミ
ア
ヤ
マ
レ
リ
。
順
和
名
抄
ニ
モ

椿
ヲ
誤
テ
ツ
ハ
キ
ト
訓
ス
。
ツ
ハ
キ
ハ
山
茶
ナ
リ
、
椿
ニ
ア
ラ
ス
。
凡
そ
、
漆
、
椿
、
樗
、
塩ヌ

ル
テ麩

木
、
黄ハ

櫨ジ

、
其
の

葉
皆
相
似
タ
リ
。
椿
モ
人
ニ
ヨ
リ
コ
レ
ニ
触
れ
テ
小
瘡
ヲ
生
ス
。
漆
ノ
コ
ト
シ
。
本
草
ニ
椿
樗
一
条
ニ
ノ
セ
テ
分
け

ず不

。
之
ヲ
看
ル
者
分
別
ス
可
し
。

［
註
］

☆
『
本
草
綱
目
』
に
…
分
け
て
い
な
い
。
―
―
益
軒
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
確
か
に
『
本
草
綱
目
』
は
木
部
喬
木
類
・
第
三
五
巻
に
お
い

て
「
椿
樗

ち
ん

ち
ょ

」
と
並
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
時
珍
が
大
項
目
扱
い
と
し
て
双
方
の
違
い
を
詳
述
し
て
い
る
こ
と
に
も

注
目
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
時
珍
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
｟
釈
名
｠
香
し
き
も
の
を
椿
と
名
る
。
集
韻
〔
北宋

〕
に
は

ん

と
く

書
き
、
〔
『
尚
書
』
の
〕
夏
書
に
は
杶
じん

と
書
き
左
伝
〔
『
春
秋
左
氏
伝
』
〕
に
は
橁
じん

と
書
い
て
あ
る
。
臭
き
も
の
を
樗
と
名
け
る
。
」
以
下
｟
集
解
｠
に
「
恭
〔
蘇恭

〕
曰
く
、
椿
、
樗
の
二
樹
は
形
が
相
似
て
ゐ
る
が
、
た
だ
樗
木
は

疎
で
あ
り
、
椿
は
実
し
て
ゐ
る
の
で
区
別
す
る
。
」
「
頌
〔
蘇頌

〕
曰
く
〔
…
〕
爾
雅
に
『
栲
たく

は
山
樗
さ
ん

ち
ょ

な
り
』
と
あ
り
、
郭
璞
か
く

は
く
〔
東晋

〕
の
註
に
『
栲

は
樗
に
似
て
色
少
し
白
し
。
山
中
に
生
ず
。
因
て
名
く
。
亦
た
漆
樹
に
類
す
』
と
あ
る
。
」
「
宗
奭
曰
く
椿
、
樗
は
い
づ
れ
も
臭
い
。
た
だ
一

種
は
花
あ
つ
て
子
を
結
び
、
一
種
は
花
な
く
し
て
実
ら
ぬ
。
」
「
禹
錫
〔
掌
禹

錫

〕
曰
く
、
樗
に
し
て
花
あ
る
も
の
は
莢
さや

が
な
く
、
莢
あ
る
も
の
に

は
花
が
な
い
。
そ
の
莢
は
夏
期
に
常
に
臭
樗
上
に
生
ず
る
。
椿
上
に
莢
の
あ
る
も
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
、
然
る
に
、
世
俗
で
は
椿
、
樗
の

第 6章　薬 木
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一

本
文
・
註
に
登
場
す
る
人
名
・
書
名
に
簡
略
な
註
を
付
し
て
並
べ
た
。

二

人
物
の
生
没
年
・
主
な
活
動
時
期
、
著
作
刊
行
（
成
立
）
年
な
ど
を
も
と
に
配
列
し
た
。

三

中
国
の
項
目
を
基
本
と
し
て
、
日
本
を
■
（
▼
は
和
刻
本
、
❖
は
益
軒
関
連
の
事
項
）
で
段
を
下
げ
て
記
し
た
。

四

［

］
は
当
該
事
項
の
あ
る
本
文
中
の
章
節
・
段
落
を
示
す
（
本
文
「
凡
例
二
」
参
照
）
。
た
だ
し
、
『
本
草
綱
目
』

『
神
農
本
草
経
』
を
除
く
。

〈
西
暦
〉

●
中
国

■
日
本

〈
前
770
〉

●
春
秋
戦
国

■
縄
文

『
易
経
え
き

き
ょ
う

』

周
代
に
成
立
し
た
世
界
最
古
の
占
い
書
、
儒
教
五
経
の
一
つ
。
［
飲
食
（
表
題
）
］

師
曠
し
こ

う

（
春
秋
時
代
・
晋
）

晋
の
平
公
に
仕
え
た
盲
目
の
楽
師
。
『
禽
経
』［
本
草
9
］
は
中
国
各
地
方
の
鳥
類
記
。

『
詩
経
し
き
ょ

う

』

中
国
最
古
の
詩
集
、
五
経
の
一
つ
。
国
・
雅
・
頌
の
三
部
に
分
け
、
三
〇
五
篇
を
集
め
る
。

『
楚
辞
そじ

』
『
詩
経
』
と
並
ぶ
中
国
古
代
の
詩
集
。
［
数
目
1
］

『
書
経
し
ょ

き
ょ
う

』
『
尚
書
』
ま
た
単
に
『
書
』
と
も
称
さ
れ
る
儒
教
五
経
の
一
つ
。
堯
舜
時
代
か
ら
秦
の
穆
公
に
至
る
史
書
（
虞
書
、
夏
書
、
商
書
、

周
書
か
ら
な
る
）
。
［
飲
食
14
］

『
論
語
ろ
ん

ご

』

孔
子
（
前
五
五
一
～
前
四
七
九
）

の
言
行
・
教
え
を
弟
子
が
記
録
し
た
書
。
四
書
の
一
つ
。
［
用
薬
7
］

『
荘
子
そ
う
じ
／

そ
う
し

』
『
老
子
』
と
併
称
さ
れ
る
道
家
の
代
表
的
著
書
。
荘
子
（
前
三
六
九
～
前
二
八
六
）
。
［
薬
木
2
］

『
山
海
経
せ
ん
が
い

き
ょ
う

』

中
国
最
古
の
地
理
書
。
各
地
の
山
に
産
す
る
動
植
物
・
鉱
物
か
ら
物
産
・
風
俗
、
ま
た
怪
獣
・
妖
怪
や
神
々
な
ど
空
想

的
な
も
の
も
記
述
す
る
。
［
本
草
12
］

『
爾
雅
じが

』
（
春
秋
戦
国
以
降
）

中
国
最
古
の
類
語
辞
典
。
漢
字
を
意
味
に
よ
り
一
九
部
門
に
分
け
類
義
語
・
訓
詁
を
集
め
る
。
一
三
経
の
一
つ
。

［
本
草
6
・
12
・
12
註
／
薬
名
67
／
薬
木
2
註
］

『
春
秋
左
氏
伝
し
ゅ
ん
じ
ゅ

う
さ
し
で
ん

』

中
国
春
秋
時
代
に
関
す
る
最
古
の
史
料
。
［
薬
木
2
註
］

『
孟
子
も
う

し

』

戦
国
時
代
、
孟
子
（
前
三
七
二
頃
～
前
二
八
九
頃
）

の
言
行
を
記
し
た
書
で
、
四
書
の
一
つ
。
性
善
説
。
［
凡
例
12
／
本
草
10
］

『
荀
子
じ
ゅ

ん
し

』

戦
国
時
代
末
、
荀
子
（
前
二
九
八
頃
～
前
二
三
八
頃
）
と
そ
の
学
派
に
よ
る
著
。
性
悪
説
。
［
凡
例
12
／
本
草
10
］

『
周
礼
し
ゅ

ら
い

』

周
の
官
制
を
記
し
た
書
。
注
釈
書
に
漢
の
鄭
玄
注
、
唐
の
賈
公
彦
疏
が
あ
る
。
［
数
目
6
］

附編 二　中日医薬学・漢方比較年表
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〈
前
221
〉

●
秦

■
縄
文

倉
公
そ
う

こ
う
（
淳
于
意
じ
ゅ
ん

う
い

）

紀
元
前
一
八
〇
年
頃
、
陽
慶
と
い
う
人
物
か
ら
黄
帝
、
扁
鵲
へ
ん

じ
ゃ
く

の
脈
書
（
六
七
種
の
疾
病
の
名
称
な
ど
が
書
か
れ
た
）
を

伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝
。
［
数
目
47
］

〈
前
202
〉

●
前
漢

■
縄
文

『
皇
帝
内
経
こ
う
て
い

だ
い
け
い

』

中
国
医
学
文
献
中
最
古
の
典
籍
で
、
原
書
は
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
に
成
立
。
『
素
問
』
（
医
学
総
合
理
論
）
、
『
霊
枢
』
（
物
理

療
法
・
鍼
灸
術
）

の
各
九
巻
八
一
編
か
ら
な
り
、
皇
帝
（
古
代
伝
説
上
の
君
主
）
が
岐
伯
・
伯
高
な
ど
六
名
の
臣
下
と
問
答
す
る
形
式
が

基
本
［
本
草
2
／
用
薬
18
・
84
／
薬
類
53
］
。
『
素
問
』
［
用
薬
1
・
16
／
数
目
1
・
4
・
13
・
51
］
、
岐
伯
［
本
草
2
／
用
薬
6
・
16
・
18
］

『
淮
南
子
え
な

ん
じ

』

前
漢
の
淮
南
王
わ
い
な

ん
お
う

劉
安
り
ゅ
う

あ
ん

編
、
二
一
編
。
当
代
の
学
者
を
結
集
し
、
老
荘
（
道
家
）

の
説
を
中
心
に
儒
家
・
墨
家
・
法

家
な
ど
の
天
文
・
暦
数
・
神
話
伝
説
・
地
理
・
本
草
な
ど
広
範
囲
の
知
識
を
記
載
さ
せ
た
。
［
本
草
2
／
薬
類
22
／
薬
木
21
］

『
礼
記
ら
い

き

』

周
末
か
ら
秦
・
漢
の
古
礼
に
関
す
る
諸
説
を
ま
と
め
た
書
。
五
経
の
一
つ
。
［
数
目
14
・
43
］

『
世
本
せ
ほ

ん

』

黄
帝
以
来
の
帝
王
・
諸
侯
・
卿
大
夫
に
関
し
て
系
譜
・
諡
・
器
物
の
発
明
な
ど
を
羅
列
的
に
記
し
た
書
。
［
本
草
2
］

『
春
秋
元
命
苞
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

げ
ん
め
い
ほ
う

』
（
前
漢
末
～
後
漢
初
）

『
春
秋
』
「
衛
」
外
典
。
［
薬
木
20
］

〈
25
〉

●
後
漢

■
弥
生

飛
鳥

『
神
農
本
草
経
し
ん
の
う
ほ

ん
ぞ
う
け
い

』
（
序
章
三
参
照
）

中
国
現
存
最
古
の
本
草
書
。
三
六
五
種
の
薬
物
を
、
薬
物
の
効
能
と
使
用
目
的
の
違
い
に
よ
り
、
上

薬
（
一
二
〇
種
。
毒
性
が
小
さ
い
か
無
毒
で
補
要
に
用
い
る
）
、
中
薬
（
一
二
〇
種
。
有
毒
と
無
毒
が
あ
り
補
養
と
疾
病
攻
治
に
用
い
る
）
、
下
薬
（
一
二
五
種
。
毒

性
の
あ
る
も
の
が
多
く
疾
病
攻
治
に
用
い
る
）

に
分
け
て
収
め
る
。

『
漢
書
か
ん

じ
ょ

』
（
八
〇
頃
成
）

前
漢
の
歴
史
（
高
祖
か
ら
王
莽
の
一
二
代
二
三
〇
年
間
）

を
記
し
た
紀
伝
体
の
書
、
班
固
は
ん

こ

撰
。
本
義
一
二
巻
、
表
八
巻
、

志
一
〇
巻
、
列
伝
七
〇
巻
の
計
百
巻
。
司
馬
遷
『
史
記
』
と
と
も
に
中
国
の
史
書
を
代
表
す
る
。
［
本
草
2
・
3
］

許
愼
き
ょ

し
ん
（

五

八
？
～
一
四
七
？
）

中
国
最
古
の
字
書
『
説
文
解
字
せ
つ
も
ん

か
い
じ

』
を
編
纂
、
子
の
許
冲
き
ょ

ち
ゅ
う

が
完
成
し
一
二
一
年
、
安
帝
に
献
上
さ
れ

た
。
［
本
草
12
註
］

『
尚
書
緯
し
ょ
う

し
ょ
い

』
（
漢
代
）

鄭
玄
て
い

げ
ん
（
一
二
七
～
二
〇
〇
）

注
に
よ
る
『
書
経
』
解
釈
書
。
『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
隋
代
に
散
佚
さ
れ
た
多
く
の
書

物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
鄭
玄
注
『
尚
書
緯
』
三
巻
が
あ
る
。
［
数
目
14
］

華
佗
かだ

（
二
世
紀
～
三
世
紀
）

医
術
に
巧
み
で
、
不
老
不
死
の
術
を
会
得
。
鍼
灸
・
薬
剤
を
用
い
麻
酔
薬
の
麻
沸
散
を
使
っ
て
外
科
手
術
を
し
た
。

官
職
に
就
く
の
は
拒
ん
だ
。
魏
の
将
軍
・
曹
操
の
侍
医
と
な
る
が
、
束
縛
さ
れ
る
の
が
嫌
で
逃
げ
、
逮
捕
さ
れ
殺
さ
れ
た
。

張
仲
景
ち
ょ
う
ち
ゅ

う
け
い

（
張
機
ち
ょ

う
き

）（
二
世
紀
後
半
～
三
世
紀
初
め
頃
）

後
漢
後
期
の
官
僚
・
名
医
。
三
世
紀
初
頭
に
『
張
仲
景
方
』
を
著
し
た
と
さ
れ
、
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一
一
巻
・
附
翼
四
巻
（
一
六
二
四
成
）
と
、
自
己
の
著
述
一
六
種
を
集
め
た
『
景
岳
全
書
』
六
四
巻
（
一
六
三
六
頃
成
）
が
あ
り
、
後
世
の

医
家
に
用
い
ら
れ
た
。
『
類
経
』
は
日
本
で
『
黄
帝
内
経
』
の
普
及
と
研
究
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
［
用
薬
51
・
70
］

繆
希
雍
び
ゅ
う

き
よ
う

『
神
農
本
草
経
』
の
重
要
な
注
釈
『
本
草
経
疏
』（
一
六
二
五
）
を
著
し
た
。
ま
た
『
炮
炙
大
法
』（
一
六
二
二
）
は
炮
製
を
雷
斅
（
五

世
紀
）
の
説
を
も
と
に
一
七
方
に
整
理
し
た
も
の
で
後
世
に
影
響
を
与
え
た
。

▼
一
六
二
五
・
寛
永
二
年

明
・
馬
蒔
『
皇
帝
内
経
霊
枢
註
証
発
微
』
九
巻
〔
梅
寿
〕

❖
一
六
三
〇
・
寛
永
七

貝
原
益
軒
、
生
ま
れ
る
。

■
一
六
三
〇
・
寛
永
七

林
羅
山
『
多
識
篇
』
（
古
活
字
版
）

刊
行
。
成
立
は
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）
、
『
本
草
綱
目
』
か
ら
品

名
を
抜
き
出
し
和
訓
を
付
け
た
も
の
。

▼
一
六
三
二
・
寛
永
九

元
・
孫
允
賢
『
（
南
北
経
験
）
医
方
大
成
論
』
一
巻

『
潜
確
類
書
せ
ん
か
く

る
い
し
ょ

』
（
明
代
）

陳
仁
錫
ち
ん
じ
ん

し
ゃ
く

（
一
五
七
九
～
一
六
三
四

）
に
よ
る
類
書
。
［
本
草
6
／
薬
木
19
］

『
農
政
全
書
の
う
せ
い

ぜ
ん
し
ょ

』
（
崇
禎
一
二
・
一
六
三
九
）

徐
光
啓
じ
ょ
こ

う
け
い
（
一
五
六
二
～
一
六
三
三
）

著
、
六
〇
巻
（
一
二
部
門
）
。
中
国
歴
代
の
農
書
文
献
約
二
五
〇

種
を
も
と
に
農
業
技
術
を
集
大
成
し
た
も
の
で
、
賈
思
勰

『
斉
民
要
術
』
（
北
魏
）
、
王
禎
『
農
書
』
（
一
三
一
三
）

と
合
わ
せ
中
国
三

大
農
書
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
徐
光
啓
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
、
宣
教
師
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
か
ら
西
洋
の
科
学
知
識
を
翻
訳
な
ど
で

紹
介
し
た
科
学
者
。
［
本
草
6
］

堵
胤
昌
と
い
ん

し
ょ
う
（
一
六
〇
一
～
一
六
四
九
）

養
生
論
を
集
め
『
達
生
録
た
っ
せ

い
ろ
く

』
を
著
す
。
［
飲
食
13
］

毛
晋
も
う

し
ん

（
一
五
九
九
～
一
六
五
九
）

学
者
・
蔵
書
家
、
叢
書
『
津
逮
秘
書
し
ん
た
い

ひ
し
ょ

』
一
五
集
を
編
纂
。
『
陸
璣
詩
疏
広
要
り
く
き
し
そ

こ
う
よ
う

』
。
［
本
草
6
］

『
居
家
必
備
き
ょ
か

ひ
つ
び

』
（
明
末
）

家
庭
で
の
子
弟
教
育
の
要
を
八
項
目
に
分
け
名
賢
の
諸
書
か
ら
抄
録
し
て
解
説
（
著
者
未
詳
）
。
［
本
草
6
／
用
薬
70
］

『
軒
岐
救
正
論
け
ん
き
き
ゅ

う
せ
い
ろ
ん

』
（
明
代
）

蕭
京
し
ょ
う

き
ょ
う

著
、
六
巻
（
医
論
、
四
診
正
法
、
薬
性
微
蘊
、
治
験
医
案
、
医
鑑
）
。
［
用
薬
70
／
薬
類
17
］

▼
一
六
三
七
・
寛
永
一
四

明
・
利
時
珍
『
本
草
綱
目
』
五
二
巻
〔
和
刻
初
版
本
。
野
田
弥
次
右
衛
門
〕

〈
1644
〉

●
清

■
江
戸

喩
昌
ゆ
し
ょ

う

（
喩
嘉
言
ゆ
か

げ
ん

）（
一
五
八
五
～
一
六
六
四
）

明
末
・
清
初
の
医
家
。
『
傷
寒
尚
論
し
ょ
う

ろ
ん

篇
』
五
巻
（
一
六
四
八
）
は
方
有
執
『
傷
寒
論
条
弁
』

を
基
礎
に
発
揮
を
加
え
た
も
の
で
、
和
刻
が
あ
り
（
一
六
九
六
）
、
名
古
屋
玄
医
『
金
匱
要
略
註
解
』
（
一
六
九
六
）

は
こ
の
書
の
影
響
を

強
く
受
け
て
お
り
、
古
方
派
勃
興
の
端
緒
を
開
い
た
。
ま
た
、
各
家
の
医
案
の
中
か
ら
自
ら
の
学
術
経
験
や
会
得
し
て
い
た
独
特

の
療
法
な
ど
を
記
し
た
『
寓
意
草
』
、
難
病
の
治
療
を
論
じ
た
『
医
門
法
律
』
と
と
も
に
こ
れ
ら
三
書
は
、
江
戸
中
期
に
日
本
で
翻

刻
さ
れ
、
医
界
に
受
容
さ
れ
た
。

附編 二　中日医薬学・漢方比較年表
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▼
一
六
四
九
・
慶
安
二

明
・
堵
胤
昌
『
達
生
録
』
二
巻
〔
上
村
次
郎
右
衛
門
〕

▼
一
六
五
〇
・
慶
安
三

明
・
龔
廷
賢
『
（
新
刊
）
種
杏
仙
方
』
四
巻
〔
小
島
弥
左
衛
門
・
田
中
庄
兵
衛
〕

▼
一
六
五
一
・
慶
安
四

明
・
呉
崑
『
医
方
考
』
六
巻
〔
秋
田
屋
平
左
衛
門
〕

▼
一
六
五
七
・
明
暦
三

元
・
李
杲
（
李
東
垣
）
ほ
か
『
東
垣
十
書
』
三
二
巻
〔
山
本
長
兵
衛
〕

▼
一
六
五
七
・
明
暦
三

明
・
李
中
立
『
本
草
原
始
』
一
二
巻
〔
丁
字
屋
長
兵
衛
〕

▼
一
六
五
八
・
万
治
元

元
・
孫
允
賢
『
医
方
大
成
論
』
一
巻
〔
荒
木
利
兵
衛
〕

■
名
古
屋
玄
医
な
ご
や

げ
ん
い
（
一
六
二
八
～
一
六
九
六
）

古
方
派
（
『
傷
寒
論
』
を
聖
典
視
）
の
始
祖
。
経
学
・
易
学
に
通
暁
し
『
黄
帝
内

経
』
以
下
中
国
医
籍
を
読
破
、
古
典
の
重
要
性
を
説
き
、
伊
藤
仁
斎
の
古
義
学
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
京
都
を
中
心

に
名
士
と
交
流
、
江
戸
中
期
の
医
学
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
。
『
医
方
問
余
』
ほ
か
著
作
多
数
。

■
中
村
惕
斎
な
か
む
ら

て
き
さ
い

（
一
六
二
九
～
一
七
〇
二
）

儒
者
、
程
朱
学
派
、
京
都
の
人
で
益
軒
と
親
交
。
伊
藤
仁
斎
と
並
び
称
さ
れ
た
。

主
著
『
四
書
示
蒙
句
解
し
し
ょ
じ

も
う
く
げ

』
二
七
巻
（
元
禄
一
四
・
一
七
〇
一
）
、
『
訓
蒙
図
彙
き
ん
も

う
ず
い

』
二
〇
巻
（
寛
文
六
・
一
六
六
六
）
。
［
凡
例
10
］

■
稲
生
若
水
い
の
う
じ
ゃ

く
す
い

（
稲
若
水
と
う
じ
ゃ

く
す
い

）（
一
六
五
五
～
一
七
一
五
）

本
草
学
者
、
儒
医
。
『
庶
物
類
纂
』
三
六
二
巻
を
脱
稿
し
て

没
し
た
（
の
ち
門
人
が
一
千
五
四
巻
に
増
補
）
。
『
（
新
校
正
）
本
草
綱
目
』
（
一
七
一
四
）
は
和
刻
最
善
本
と
い
わ
れ
る
。
［
凡
例
10
］

■
後
藤
艮
山
ご
と
う
こ

ん
ざ
ん

（
一
六
五
九
～
一
七
三
三
）

古
方
派
の
祖
と
さ
れ
る
が
、
唐
代
医
書
に
も
重
き
を
置
き
灸
・
熊
胆
・
温
泉

な
ど
の
効
用
も
重
視
し
た
。
一
気
留
滞
説
を
提
唱
、
門
人
は
二
百
名
を
越
え
、
香
川
修
庵
、
山
脇
東
洋
ら
が
排
出
し
た
。

門
人
の
筆
録
『
師
説
筆
記
』
に
そ
の
医
論
が
伝
わ
る
。

▼
一
六
六
〇
・
万
治
三

明
・
李
梃
『
医
学
入
門
』
七
巻
〔
秋
田
屋
平
左
衛
門
〕

『
本
草
洞
詮
ほ
ん
ぞ
う

ど
う
せ
ん

』
（
一
六
六
一
）

沈
穆
ち
ん

ぼ
く

著
。
［
本
草
6
／
薬
類
9
］

■
一
六
六
三
・
寛
文
三

黒
川
道
祐
『
本
朝
医
考
』

▼
一
六
六
四
・
寛
文
四

明
・
劉
純
『
玉
機
微
義
』
五
〇
巻
〔
村
上
平
楽
寺
〕

❖
貝
原
益
軒
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
『
本
草
綱
目
』
を
熟
覧
。

▼
一
六
六
八
・
寛
文
八

漢
・
張
機
『
（
宋
版
）
傷
寒
論
』
一
〇
巻
〔
中
川
茂
兵
衛
・
上
村
次
郎
右
衛
門
〕

李
漁
りぎ

ょ

（
李
笠
翁
り
り
ゅ

う
お
う

）
（
一
六
一
〇
～
一
六
八
〇
）

明
末
・
清
初
の
劇
作
家
・
小
説
家
。
日
本
の
戯
作
者
に
影
響
を
与
え
た
。
［
飲
食
4
］

▼
一
六
六
八
・
寛
文
八

漢
・
張
機
『
仲
景
全
書
』
一
六
巻
〔
秋
田
屋
惣
兵
衛
・
上
村
次
郎
右
衛
門
・
聖
済
堂
〕

柯
琴
か
き

ん

（
柯
韻
伯
か
い
ん

は
く

）
（
一
七
世
紀
～
一
八
世
紀
前
半
頃
）

清
初
の
医
家
。
『
傷
寒
論
注
』
（
一
六
六
九
）

は
条
文
の
排
列
を
改
め
た
。
張
仲
景
の
原
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■
人
見
友
元
ひ
と
み
ゆ

う
げ
ん

（
竹
洞
ち
く

ど
う

）（
一
六
三
七
～
一
六
九
六
）

儒
者
、
漢
詩
人
。
［
元
禄
5
］

■
野
必
大
や
ひ
つ

だ
い

（
人
見
必
大
ひ
と
み
ひ

つ
だ
い

）（
一
六
四
二
～
一
七
〇
一
）

『
本
朝
食
鑑
ほ
ん
ち
ょ
う

し
ょ
っ
か
ん

』
一
二
巻
（
元
禄
五
成
、
同
一
〇
年
刊
）

は
国
産

の
食
品
四
四
二
種
を
解
説
し
た
食
物
本
草
書
で
、
博
物
学
書
と
し
て
も
評
価
が
高
い
。
［
凡
例
10
］

■
一
六
九
二
・
元
禄
五

稲
生
若
水
『
炮
炙
全
書
ほ
う
し
ゃ

ぜ
ん
し
ょ

』
貝
原
益
軒
序

■
貝
原
好
古
か
い
ば
ら

よ
し
ふ
る

『
和
爾
雅
わ
じ

が

』
（
一
六
九
四
）

益
軒
養
子
の
好
古
が
『
爾
雅
』
を
模
範
に
作
成
し
た
漢
語
字
引
。

▼
一
六
九
四
・
元
禄
七

明
・
薛
己
『
（
彙
輯
）
薛
氏
内
科
医
案
』
七
巻
〔
松
葉
清
兵
衛
〕

▼
一
六
九
四
・
元
禄
七

明
・
李
中
梓
『
本
草
通
玄
』
二
巻
〔
西
村
市
郎
右
衛
門
〕

▼
一
六
九
六
・
元
禄
九

清
・
喩󠄂
昌
『
（
喩
嘉
言
先
生
）
傷
寒
尚
論
全
書
』
七
巻
〔
博
古
堂
・
武
村
新
兵
衛
〕

▼
一
六
九
六
・
元
禄
九

明
・
汪
機
『
石
山
居
士
医
案
』
八
巻
〔
渋
川
清
右
衛
門
〕

■
一
六
九
七
・
元
禄
一
〇

名
古
屋
玄
医
『
金
匱
要
略
註
解
き
ん
き
よ
う
り
ゃ

く
ち
ゅ
う
か
い

』

■
宮
崎
安
貞
み
や
ざ
き

や
す
さ
だ

『
農
業
全
書
の
う
ぎ
ょ
う

ぜ
ん
し
ょ

』
一
一
巻
（
一
六
九
七
・
元
禄
一
〇
）

益
軒
・
序
、
好
古
・
跋
。

▼
一
六
九
八
・
元
禄
一
一

明
・
李
中
立
『
本
草
原
始
』
一
二
巻
〔
栗
山
宇
兵
衛
・
林
久
次
郎
〕

▼
一
七
〇
四
・
宝
永
元

清
・
程
応
旄
『
傷
寒
論
後
条
弁
』
一
五
巻
〔
博
古
堂
・
武
村
新
兵
衛
〕

▼
一
七
〇
六
・
宝
永
三

明
・
呉
崑
『
皇
帝
内
経
素
問
（
呉
注
）
』
二
四
巻
〔
出
雲
寺
和
泉
掾
い
ず
も
て
ら
い

ず
み
じ
ょ
う

（
朝
廷
専
用
の
書
肆
二
代
目
）
〕

■
香
川
修
庵
か
が
わ
し
ゅ

う
あ
ん

（
一
六
八
三
～
一
七
五
五
）

古
法
派
。
伊
藤
仁
斎
に
古
学
を
、
後
藤
艮
山
に
就
き
医
学
を
研
究
。『
傷
寒
論
』

を
尊
重
す
る
も
あ
き
た
ら
ず
「
我
よ
り
古

い
に
し
えを

作
る
」
と
ま
で
い
っ
た
。
孔
孟
を
崇
拝
し
儒
医
一
本
論
を
唱
え
た
。
医
学
所
・

病
論
集
『
一
本
堂
行
余
医
言
』
が
あ
る
。

■
吉
松
東
洞
よ
し
ま
す

と
う
ど
う
（
一
七
〇
二
～
一
七
七
三
）

古
方
派
。
張
仲
景
の
医
方
研
究
に
傾
注
、
山
脇
東
洋
に
認
め
ら
れ
て
大
い
に

名
声
を
博
し
た
。
万
病
一
毒
説
や
天
命
説
な
ど
中
国
伝
統
医
学
の
基
本
理
念
に
相
反
す
る
考
え
は
後
学
を
魅
了
し
た
。『
薬

徴
』
は
『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』
中
の
主
要
薬
物
に
つ
い
て
両
書
の
条
文
を
か
ら
そ
の
薬
能
を
帰
納
し
考
定
し
た
も
の
。

■
山
脇
東
洋
や
ま
わ
き

と
う
よ
う
（
一
七
〇
六
～
一
七
六
二
）

古
方
派
。
曲
直
瀬
玄
朔
（
後
世
方
派
）
の
門
人
だ
っ
た
養
祖
父
・
山
脇
玄
心
の

院
号
・
養
寿
院
を
襲
っ
た
が
、
後
藤
艮
山
に
就
き
啓
発
さ
れ
古
医
方
を
学
ん
だ
。
『
外
台
秘
要
方
』
を
翻
刻
し
幕
府
に
献
上
、

清
国
へ
も
贈
ら
れ
た
。
ま
た
『
蔵
志
』
は
日
本
の
解
剖
図
誌
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
。

▼
一
七
一
一
・
正
徳
元

魏
・
華
佗
『
（
新
刻
）
華
佗
内
照
図
』
二
巻
〔
升
屋
五
郎
右
衛
門
〕

▼
一
七
一
一
・
正
徳
元

金
・
張
従
正
（
張
子
和
）『
儒
門
事
親
』
一
五
巻
〔
田
縁
叔
平
・
松
下
睡
鶴
堂
〕
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❖
一
七
一
三
・
正
徳
三

貝
原
益
軒
『
養
生
訓
』
［
飲
食
1
註
］

❖
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』

一
七
〇
八
・
宝
永
五

鶴
原
韜
つ
る
は
ら

お
さ
む

序
、
自
序

一
七
〇
九
・
宝
永
六

『
大
和
本
草
』
本
編
・
一
六
巻
刊

（
一
七
一
四
年
一
〇
月
五
日
・
正
徳
四
年
八
月
二
七
日

益
軒
没
）

一
七
一
五
・
正
徳
五

『
大
和
本
草
』
附
録
・
諸
品
図
刊

『
大
和
本
草
』
以
降
の
主
な
漢
方
・
本
草
・
医
史
関
係
著
作

▼
一
七
一
四
・
正
徳
四

明
・
李
時
珍
『
（
新
校
正
）
本
草
綱
目
』
五
二
巻
（
稲
生
若
水
・
校
訂
）
〔
唐
本
屋
八
郎
兵
衛
〕

■
一
七
一
五
・
正
徳
五

『
庶
物
類
纂
し
ょ
ぶ
つ

る
い
さ
ん

』
三
五
二
巻
（
未
完
）

成
る
、
稲
生
若
水
（
一
六
五
五
～
一
七
一
五
）

▼
一
七
二
二
・
享
保
七

元
・
孫
允
賢
『
医
方
大
成
論
』
一
巻
〔
万
屋
清
兵
衛
〕

▼
一
七
二
三
・
享
保
八

明
・
方
有
執
『
傷
寒
論
条
弁
』
八
巻
〔
平
野
屋
佐
兵
衛
・
武
村
新
兵
衛
〕

▼
一
七
二
六
・
享
保
一
一

清
・
汪
昂
『
医
方
集
解
』
三
巻
〔
吉
野
屋
博
文
堂
〕

■
一
七
二
六
・
享
保
一
一

『
用
薬
須
知
よ
う
や

く
す
ち

正
編
』
五
巻
、
松
岡
玄
達
ま
つ
お
か

げ
ん
た
つ
（
恕
庵
じ
ょ

あ
ん

）（
一
六
六
八
～
一
七
四
六
）

▼
一
七
二
八
・
享
保
一
三

清
・
汪
昂
『
（
増
訂
）
本
草
備
要
』
二
巻
〔
林
喜
兵
衛
・
木
村
吉
右
衛
門
〕

■
一
七
三
八
・
元
文
三

『
庶
物
類
纂
し
ょ
ぶ
つ

る
い
さ
ん

』
（
後
編
一
七
三
八
・
続
修
一
七
四
七
）

丹
羽
正
伯
に
わ
し
ょ

う
は
く

（
一
七
〇
〇
～
一
七
五
二
）

▼
一
七
四
六
・
延
享
三

唐
・
王
燾
『
外
台
秘
要
方
げ
だ
い
ひ

よ
う
ほ
う

』
四
〇
巻
〔
養
寿
院
（
山
脇
東
洋
）
〕

■
一
七
五
八
・
宝
暦
八
（
自
序
）

『
蔵
志
ぞ
う

し

』
二
巻
、
山
脇
東
洋
（
一
七
〇
五
～
一
七
六
二
）
古
方
派

■
一
七
六
四
・
明
和
元

『
吐
法
編
と
ほ
う

へ
ん

』
荻
野
元
凱
お
ぎ
の
げ

ん
が
い

（
一
七
三
七
～
一
八
〇
六
）
古
方
派

■
一
七
六
六
・
明
和
三

『
医
官
玄
稿
い
か
ん
げ

ん
こ
う

』
望
月
三
英
も
ち
づ
き

さ
ん
え
い

（
一
六
九
七
～
一
七
六
九
）
折
衷
派

■
一
七
七
九
・
安
永
八

『
師
説
筆
記
し
せ
つ

ひ
っ
き
（
写
本
）
』
後
藤
艮
山
（
一
六
五
九
～
一
七
三
三
）
古
方
派

■
一
七
七
九
・
安
永
七

『
牛
山
活
套
ぎ
ゅ
う
ざ
ん

か
っ
と
う

』
三
巻
、
香
月
牛
山
か
つ
き
ぎ
ゅ

う
ざ
ん

（
一
六
五
六
～
一
七
四
〇
）
後
世
派

■
一
七
八
一
・
寛
政
三

『
療
治
茶
談
り
ょ
う
じ

さ
だ
ん

』
九
冊
、
津
田
玄
仙
つ
だ
げ

ん
せ
ん

（
一
七
三
七
～
一
八
〇
九
）
後
世
派
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あ 行

彙苑詳註 いえんしょ
うちゅう 79 / 372

医学入門 いがくにゅ
うもん 79, 80, 94, 95, 101, 

108, 109, 110, 112, 113, 115, 116, 130, 
155, 159, 180, 185, 304 / 373, 378

医経小学 いけいしょ
うがく 99 / 370

医書大全 いしょた
いぜん 80, 154, 192, 204, 242 / 

369, 371, 372
医心方 いしん

ぽう 37 / 365
医説 いせ

つ 177 / 368
飲膳正要 いんぜん

せいよう 67 / 369
易経 えき

きょう 57, 170*, 327 / 359 
益部方物略記 えきぶほうぶ

つりゃっき 79 / 365
淮南子 えな

んじ 76, 221, 288 / 360
延喜式 えんぎ

しき 66, 198, 249, 267 / 363, 364
園史 えん

し 80, 270 / 374

か 行

海棠譜 かいど
うふ 82 / 368

蟹譜 かい
ふ 82 / 366

開宝重定本草 かいほうじゅう
ていほんぞう 364

開宝新詳定本草 かいほうしんしょ
うていほんぞう 364

開宝本草（開宝）かいほう
ほんぞう 24, 101, 106, 

259*, 298* / 362, 364
海味索隠 かいみさ

くいん 79 / 375
下学集 かがく

しゅう 66 / 371
花鏡 かきょ

う 79, 80, 203 / 379
花史左篇 かしさ

へん 79 / 376
瓜蔬疏 かしょ

そ 79, 82 / 373
花疏 か

そ 79 / 373
果疏 か

そ 79 / 373
活人（書）　→南陽活人書

花譜（允齋）か
ふ 79

索 引

	1. 「書名」「人名」「地名」「事項」の 4種を作成し、「事項」には、
薬名・本草・漢方その他の用語を採録した。

	2. 本文（第 1～ 6章、まとめ・補論・結び）と附編を対象とし、
一部他から補った。ただし、貝原益軒、『本草綱目』、『神農
本草経』は採録の対象としていない。

	3. 記号はつぎを意味する。
/	 附編二「中日医薬学・漢方比較年表」中のページ

を「 / 」のあとに記す。
* 註に記述があることを示す。
#	 見出し項目にあることを示す。

書 名

索引
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［著者紹介］　　矢嶋道文　やじま・みちふみ

1948 年	 岡山県玉野市に生まれる
1977 年	 関東学院大学大学院経済学研究科（博士課程）単位取得
1992 年	 関東学院女子短期大学教授

（この間、関東学院大学、筑波大学、高崎経済大学非常勤講師）　
2001 年	 博士（経済学）
2002 年	 関東学院大学文学部教授
2004 年	 関東学院大学空手道部副部長
2007 年	 一般社団法人日本漢方協会入会（現在に至る）
2010 年	 関東学院大学空手道部部長
2016 年	 神奈川陸上競技協会 80 周年記念功労者表彰
2018 年	 日本漢方協会「第 38 回漢方学術大会」特別講演（貝原益軒『大

和本草』に学ぶ）
2019 年	 関東学院大学名誉教授
2023 年	 公益社団法人日本空手協会精励賞受賞
2024 年	 第 68 回「湯島聖堂 神農祭」講演（貝原益軒『大和本草』の漢方

を読む 理論と実践）
〈その他活動〉

葉山町社会教育委員　葉山町小中学校学校運営委員　葉山町民大学
コーディネーター

〈現在〉
一般社団法人日本漢方協会認定漢方相談師
公益社団法人日本空手協会４段
関東学院大学キリスト教と文化研究所客員研究員（坂田研究グループ）
関東学院大学空手道部OB会（関空会）参与
関東学院大学体育部OB・OG会特別顧問
葉山郷土史研究会会長
三浦郡陸上競技協会副会長（葉山陸上クラブ代表）

〈主要著書〉
『近世日本の「重商主義」思想研究 貿易思想と農政』御茶の水書房、

2003 年（平成 14 年度科学研費補助金「研究成果公開促進費」交付書）
『互恵（レシプロシティー）と国際交流 キーワードで読み解く〈社会・経済・

文化史〉』（編集責任）クロスカルチャー出版、2014 年
『有徳論の国際比較 日本とイギリス』（編著）クロスカルチャー出版、

2019 年（平成 31 年度「関東学院大学人文科学研究所出版助成金」交付書）
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